
中国文化財返還運動を進める会ブックレット【3】

〈帝国大学〉の学知を問う
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　「中
国
文
化
財
返
還
運
動
を
進
め
る
会
」
は
、
従
来
返
還
を
要
求
し
て
き
た
文
化
財
に
加

え
て
、
新
た
に
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
が
所
有
し
て
い
る
渤
海
国
の
文
物
の
返
還
、
な

ら
び
に
、
同
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
玄
関
に
あ
る
石
獅
子
の
由
来
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
せ

る
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
二
〇
二
四
年
七
月
二
七
日
、
私
た
ち
は
こ
の
問
題
で
集
会
を
持

ち
、
情
報
と
問
題
意
識
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。
当
日
の
報
告
者
で
あ
っ
た
お
二
人
に
、
発

言
内
容
を
も
と
に
原
稿
を
書
き
下
ろ
し
て
い
た
だ
き
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
東
大
側
は
、
現
時
点
で
私
た
ち
の
会
か
ら
の
申
し
入
れ
な
ど
に
対
し
て
全
く
無

反
応
の
ま
ま
で
す
。
無
反
応
と
い
う
よ
り
、
か
た
く
な
に
拒
否
す
る
態
度
が
見
え
ま
す
。

　現
在
、
東
大
は
「
開
学
１
５
０
年
記
念
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
近
代
以

降
、「
帝
国
大
学
」
と
い
う
名
の
総
合
大
学
と
し
て
学
知
の
最
前
線
を
担
っ
て
き
た
と
自
負

し
な
が
ら
、
そ
の
「
達
成
」
を
知
る
と
と
も
に
、「
忘
れ
ら
れ
た
失
敗
や
過
ち
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
必
要
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　「失
敗
や
過
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
」
は
大
切
で
す
が
、
し
か
し
、「
帝
国
大
学
」
に
お
い
て
達

成
さ
れ
た
「
成
果
」
そ
の
も
の
が
、
近
代
日
本
の
帝
国
主
義
に
と
っ
て
の
「
成
果
」
と
別
の

何
も
の
か
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
帝
国
大
学
の
「
学
知
」
な
る
も
の
が
日
本
の
帝
国
主
義
的

近
代
、
侵
略
・
植
民
地
主
義
の
歴
史
を
支
え
て
き
た
こ
と
も
明
ら
か
で
す
。
そ
う
し
た
歴
史

を
否
定
的
に
と
ら
え
か
え
し
、
こ
れ
と
主
体
的
に
断
絶
す
る
努
力
な
く
し
て
、「
１
５
０
年
」

を
語
る
意
味
な
ど
な
い
で
し
ょ
う
。
東
大
自
身
が
保
有
し
続
け
る
収
奪
文
化
財
、
あ
る
い
は

「
遺
骨
」
な
ど
の
返
還
要
求
に
た
い
し
て
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
を
し
な
い
な
ら
ば
、
こ
う

し
た
「
学
知
」
の
美
名
の
も
と
に
居
直
り
、「
帝
国
大
学
」
を
継
承
し
続
け
る
と
宣
言
し
て

い
る
に
等
し
い
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　な
お
、
今
回
資
料
と
し
て
収
録
し
た
「
宮
内
庁
へ
の
申
し
入
れ
書
」
は
、
こ
の
間
の
宮
内

庁
と
の
交
渉
の
中
で
、
質
問
状
の
か
た
ち
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
中
国
の
旅
順
か
ら
奪
わ

れ
、
現
在
皇
居
に
秘
匿
さ
れ
て
い
る
唐
代
の
碑
な
ど
に
関
し
て
収
集
し
た
資
料
を
整
理
し
て

お
り
、
現
時
点
に
お
け
る
私
た
ち
の
活
動
の
成
果
と
言
え
る
も
の
で
す
。
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中
国
文
化
財
返
還
の
現
状
と
課
題

                     

特
に
東
大
・
東
洋
文
化
研
究
所
玄
関
前
の
石
獅
子
に
つ
い
て

吉
田 

邦
彦 

　１
　は
じ
め
に

　

近
時
益
々
注
目
を
浴
び
て
き
て
い
る
《
中
国
文
化
財
返
還
》
は
、そ
の
中
心
的
な
も
の
と
し
て
、靖
国
神
社
の
石
獅
子
（
日

清
戦
争
の
戦
利
品
と
し
て
、
遼
寧
省
海
城
の
三
学
寺
か
ら
略
奪
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
）、
皇
居
・

吹
上
御
殿
の
鴻
臚
井
碑
（
日
露
戦
争
の
戦
利
品
で
、
遼
寧
省
旅
順
か
ら
略
奪
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
）
が
あ

る
が（

１
）、
そ
れ
と
と
も
に
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
（
以
下
、
東
文
研
）
の
玄
関
前
に
あ
る
石
獅
子
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
長
年
《
東
洋
文
化
》
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
き
た
、
最
高
学
府
の
研
究
者
の
こ
の
問
題
へ
の
健
全
な
態
度
が

問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
注
目
さ
れ
る
。（
他
の
代
表
的
二
例
に
つ
い
て
も
、
進
捗
が
求
め
ら
れ
る
が
、
戦
後
補
償

裁
判
の
一
環
を
な
す
『
靖
国
合
祀
訴
訟
』
な
ど
は
、
最
高
裁
を
初
め
と
す
る
司
法
の
ス
タ
ン
ス
は
、
国
際
水
準
か
ら
は
、
理

解
で
き
な
い
状
態
に
あ
り（

２
）、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
繰
り
返
し
て
欲
し
く
な
い
。）
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1…中国文化財返還の現状と課題（吉田 邦彦）

図 1　東京大学東洋文化研究所を訪問（2024 年 4 月）　

　２
　東
文
研
・
石
獅
子
の
取
得
経
緯

　

東
大
・
東
文
研
の
玄
関
に
置
か
れ
て
、
同
研
究
所
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
さ
れ
て
い
る

石
獅
子
は
、
一
九
三
二
年
に
東
文
研
の
前
身
の
東
方
文
化
学
院
が
、「
満
州
貴
族
か

ら
取
得
し
た
上
野
の
石
屋
か
ら
購
入
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
四
年
五
月
の

面
会
時
に
、
そ
う
説
明
さ
れ
た
東
文
研
の
現
所
長
の
中
島
隆
博
教
授
は
、「
正
当
取

引
」「
適
正
取
引
」
だ
と
主
張
さ
れ
る
。
し
か
し
、
東
方
文
化
学
院
は
、
一
九
二
九

年
四
月
に
、
義
和
団
事
件
（
一
九
〇
〇
～
一
九
〇
一
年
に
大
日
本
帝
国
が
兵
力
八
〇
〇
〇
人

図 2　中国・遼寧省海城の三学寺を訪問
（2023 年 8 月）　

図 3　現在三学寺にある石獅子
（元々あったものは、奪われて靖
国神社に置かれている。）　
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図 4　中島隆博・東文研所長との面会
（2024 年 5 月、東大東文研）　

を
投
入
し
た
も
の
）
の
賠
償
金
で
発
足
し
、
一
九
四
八
年
四
月
に
東
文
研
が
吸
収
し
て
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る（

３
）こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
し
か
も
東
文
研
の
関
係
者
が
、「
北
京
の
宮
殿
に
飾
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
の

で
あ
る（

４
）。

　

と
こ
ろ
で
、
中
島
東
文
研
所
長
と
の
面
会
（
二
〇
二
四
年
五
月
二
三
日
午
後
二
時
か
ら
）
は
、
事
前
に
「
こ
の
問
題
に
関
す
る

所
長
と
し
て
の
姿
勢
を
伺
い
た
い
」
旨
、
お
願
い
し
て
、
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
に
通
底
す
る
の
は
、
私
は
同
所
長

と
は
、
同
じ
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
研
究
所
留
学
経
験
者
の
先
輩
・
後
輩
の
同
僚
（
さ
ら
に
同
研
究
所
に
は
、
さ
ら
に
数
名

お
ら
れ
る
）
と
し
て
の
、〈
大
学
関
係
者
と
し
て
の
学
問
的
良
心
へ
の
訴
え
〉
と
し
て
の
側
面
が
強
い
こ
と
に
留
意
さ
れ

図 5　右・中島所長、左・筆者（同）　
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た
い
。

　

も
っ
と
も
、
同
所
長
が
そ
の
と
き
口
頭
述
べ
ら
れ
た
こ
と
と
、
後
日
資
料
と
し
て
知
ら
さ
れ
た
情
報
と
の
間
に
は
、
乖
離

が
あ
る
。
こ
の
石
獅
子
に
関
し
て
は
、
同
研
究
所
に
勤
め
て
い
た
高
見
澤
磨
教
授
に
よ
る
と
、
若
干
先
輩
の
平
勢
隆
郎
教
授

が
、「
平
勢
フ
ァ
イ
ル
」
な
る
内
部
文
書
を
作
成
し
て
お
り
、
代
々
イ
ン
フ
ラ
委
員
会
で
承
継
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
中
島
所
長
は
そ
れ
に
基
づ
く
発
言
を
さ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
て
、
同
フ
ァ
イ
ル
の
公
表
を
求
め
て
い
る
が
、
同
所
長

は
、
目
下
の
と
こ
ろ
そ
の
求
め
に
応
じ
て
下
さ
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　３
　北
京
石
獅
子
の
見
学

　
「
北
京
の
宮
殿
に
あ
っ
た
も
の
が
、東
文
研
玄
関
に
あ
る
」
と
の
証
言
だ
け
で
は
ま
だ
雲
を
掴
む
よ
う
な
話
で
あ
る
が
、『
百

聞
は
一
見
に
し
か
ず
』
で
、
私
は
、
中
国
社
会
科
学
院
の
張
鵬
副
教
授
の
お
世
話
に
な
り
、
北
京
石
獅
子
巡
り
を
す
る
こ
と

に
し
た
（
二
〇
二
四
年
七
月
三
日
）。
ま
ず
行
っ
た
の
は
、
①
天
安
門
の
石
獅
子
、
次
が
②
北
京
大
学
の
西
門
の
石
獅
子
で
あ

る
（
天
安
門
広
場
な
い
し
故
宮
博
物
館
の
見
物
客
対
象
に
は
、コ
ロ
ナ
後
（
そ
し
て
今
で
も
）
交
通
規
制
が
な
さ
れ
て
お
り
、

行
列
を
抜
け
る
ま
で
に
一
時
間
く
ら
い
か
か
っ
た
が
、
沢
山
の
観
光
客
の
中
で
、
我
々
の
よ
う
な
目
的
の
人
は
他
に
い
な
い

だ
ろ
う
）。

　

な
ぜ
北
京
の
石
獅
子
を
見
に
行
っ
た
か
と
い
う
と
、
東
大
東
文
研
の
玄
関
の
石
獅
子
の
由
来
と
し
て
、
北
京
が
挙
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
そ
の
写
真
は
、
東
文
研
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
見
学
し
て
み
る
と
、
天
安
門
前
の
も

の
（
①
）
は
、東
文
研
の
も
の
の
一
・
五
倍
は
あ
り
（
高
さ
二
・
二
ｍ
）、一
四
二
〇
年
作
成
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
北
京
大
学
西
門
の
そ
れ
（
②
）
は
、
大
き
さ
も
酷
似
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
二
四
年
に
北
京
大
学
の
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前
身
の
燕
京
大
学
が
、
七
〇
〇
銀
元
で
購
入

し
た
こ
と
が
公
開
さ
れ
、
元
々
同
地
は
、
頤

和
園
で
あ
り
、
そ
こ
に
散
在
し
て
い
た
石
獅

子
を
満
州
族
の
貴
族
か
ら
取
得
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
（
北
京
大
学
の
資
料（
５
））。
そ
し
て
「
満

州
族
の
貴
族
か
ら
」
と
い
う
表
現
も
、
東
文

研
所
長
・
中
島
教
授
の
表
現
と
同
じ
で
あ
る

か
ら
、
お
そ
ら
く
、
②
の
部
類
の
も
の
が
、

東
文
研
の
石
獅
子
に
つ
い
て
も
同
様
の
経
緯

を
た
ど
っ
て
、
上
野
の
石
屋
を
介
し
て
、
日

図 6・7　北京大学西門前の石獅子・雄の方

図 8・9　天安門広場前の石獅子
（東文研の石獅子よりもかなり大
きなものであり、その案内には、
1420 年の明時代の製作で、故宮
博物館を守るオリジナルであるこ
とがわかる）
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1…中国文化財返還の現状と課題（吉田 邦彦）

本
に
移
さ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

 
　＊
傍
証

　旅
順
博
物
館
（
旧
関
東
都
督
府
博
物
館
）
の
石
獅
子

　

さ
ら
に
、（
全
く
偶
然
で
は
あ
る
が
）
二
〇
二
三
年
八
月
に
遼
寧
省
の
三
学
寺
を
訪
問
し
た
「
中
国
文
化
財
返
還
を
進
め

る
会
」
の
五
十
嵐
氏
ら
は
、
帰
途
に
立
ち
寄
っ
た
、
旅
順
博
物
館
（
旧
関
東
都
督
府
博
物
館
）
の
玄
関
に
も
、
東
文
研
の
石
獅

子
同
様
の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
（
私
は
一
行
か
ら
は
ず
れ
て
長
沙
で
の
講
演
に
向
か
っ
て
い
た
の
で
、
目
撃
し
て
い

な
い
）、
話
題
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
、
北
京
大
学
西
門
の
石

獅
子
同
様
に
、
北
京
（
松
公
府
）
か
ら
移
さ
れ
た
と
の
資
料
が
『
東
北
大

学
総
合
知
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
上
の
写
真
が
そ
れ
で
あ

る
が
、「
満
州
族
の
貴
族
か
ら
」
と
言
う
の
も
、
北
京
大
学
の
資
料
と
も
、

中
島
所
長
の
説
明
（
お
そ
ら
く
そ
れ
は
平
勢
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
も
の
）
と

も
、
完
全
に
一
致
す
る
。

　

つ
ま
り
、
東
文
研
、
北
京
大
学
西
門
、
旅
順
博
物
館
の
石
獅
子
は
、
い

ず
れ
も
、
頤
和
園
に
お
け
る
満
州
貴
族
（
貴
族
名
で
松
椿
（
～
一
九
二
七
）

の
名
前
も
出
て
く
る
）
の
石
獅
子
が
適
宜
、
移
さ
れ
た
（
燕
京
大
学
（
北

京
大
学
）
の
場
合
は
、取
引
の
証
拠
を
示
し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
、「
略

奪
」
に
近
い
形
で
、
譲
渡
さ
れ
た
）
の
で
は
な
い
か
。『
略
奪
』
で
は
な

い
と
の
反
証
は
、日
本
側
（
東
大
・
東
文
研
側
）
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

参
考
ま
で
に
、
頤
和
園
に
存
置
し
て
あ
る
石
獅
子
も
そ
の
後
調
査
し
て

図 10　関東都督府博物館前の石獅子
（北京松公府より将来（「招来」の意味で用いられ
ている）とのキャプションがある。東北大学総合
知ライブラリー所蔵）
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み
た
（
二
〇
二
四
年
八
月
）。
そ
う
す
る
と
、
同
園
北
門
に
あ
る
石
獅
子
が

酷
似
し
、
さ
ら
に
、
北
門
の
内
部
奥
、
さ
ら
に
は
、
一
七
孔
橋
の
と
こ
ろ

に
あ
る
石
獅
子
は
、
ブ
ル
ド
ッ
ク
の
よ
う
な
全
く
形
状
は
異
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
、
上
記
指
摘
と
は
矛
盾
せ
ず
、
む
し
ろ

そ
れ
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　＊
当
時
の
時
代
背
景

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
中
国
文
化
財
を
巡
る
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
関
す
る
、
浩
瀚
な
書
物
で
あ
る
森
本
和
男
氏
の
著
作
『
文
化

財
の
社
会
史
―
―
近
現
代
史
と
伝
統
文
化
の
変
遷
』（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
と
、

あ
か
ら
さ
ま
に
文
化
財
略
奪
の
指
示
を
出
し
た
の
は
、
日
清
戦
争
、
北
清
事

変
（
義
和
団
の
乱
）
の
頃
く
ら
い
で
、
一
八
九
九
年
、
一
九
〇
七
年
に
ハ
ー
グ

図 11　頤和園北門の石獅子

平
和
条
約
交
渉
が
行
わ
れ
、「
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
（
陸
戦
法
規
・
慣
例
に
関
す
る
条
約
）」（
一
八
九
四
年
）（
及
び
「
ハ
ー
グ

陸
戦
協
定
」（
一
九
〇
七
年
）
が
締
結
さ
れ
て
、
芸
術
な
ど
建
造
物
へ
の
砲
撃
回
避
（
二
七
条
）、
略
奪
の
禁
止
（
四
七
条
）、
歴

史
的
・
芸
術
的
・
学
術
的
製
造
品
の
押
収
・
破
壊
を
行
っ
た
者
の
処
分
（
五
六
条
）
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
い
と
さ
れ

る（
６
）。

し
か
し
わ
か
り
に
く
い
の
は
、
同
書
で
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
海
外
植
民
地
等
で
の
文
化
財
保
護
と
謳
い
な

が
ら
、
日
本
流
の
独
特
の
「
建
て
前
と
本
音
の
使
い
分
け
」
で
、
実
質
的
略
奪
な
い
し
略
奪
的
取
引
が
そ
の
後
も
続
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
日
本
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
）。
清
朝
末
期
の
政
府
衰
退
期
か
ら
辛
亥
革
命
へ
の
政
治
的
・
社
会
的

混
乱
期
に
は
、
膨
大
な
中
国
の
文
物
が
世
界
に
流
出
し
た
と
さ
れ
る
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
列
強
と
の
中
国
の
財
宝
争
奪
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戦
を
有
利
に
展
開
す
る
た
め
に
、
日
本
外
務
省
は
、
東
方
文
化
事
業
を
展
開
し
、
そ
こ
で
義
和
団
事
件
の
賠
償
金
を
中
国
の

文
化
事
業
に
充
て
よ
う
と
し
、
そ
の
際
に
は
指
定
文
化
財
だ
け
が
保
護
さ
れ
て
（
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
側
は
包
括
的
保
護

を
主
張
し
、
一
九
三
〇
年
に
は
、
中
華
民
国
・
古
物
保
存
法
が
制
定
さ
れ
た
）、
そ
の
反
面
で
、
植
民
地
統
治
と
し
て
日
本

人
に
よ
る
発
掘
調
査
、
学
術
行
政
、
保
護
行
政
が
な
さ
れ
、
出
土
品
や
調
査
資
料
は
、
現
地
保
存
も
あ
っ
た
が
、《
東
京
帝

国
大
学
、
京
都
帝
国
大
学
、
京
城
帝
国
大
学
に
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
》
と
さ
れ
る
の
で
あ
る（

７
）。

　

そ
の
典
型
例
と
し
て
、
例
え
ば
、
北
京
の
西
三
〇
〇
キ
ロ
の
大
同
の
雲
崗
石
窟
に
お
け
る
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
の
大
量

略
奪
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
日
本
の
軍
人
が
骨
董
屋
を
連
れ
て
、
大
量
略
奪
す
る
例
が
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
、
古
物
の
海
外

輸
出
禁
止
の
整
備
を
し
て
も
食
い
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

８
））。
こ
れ
ら
は
、
前
記
ハ
ー
グ
条
約
に
違
反
す
る
こ

と
著
し
く
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
、
今
日
的
観
点
か
ら
の
再
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
本
稿
に

取
り
あ
げ
る
東
大
東
文
研
の
事
例
は
、
そ
の
一
例
に
他
な
ら
な
い
。

　４
　敦
煌
莫
高
窟
（
一
七
窟
）
か
ら
の
文
化
財
散
逸
の
事
例

　

と
こ
ろ
で
、
二
〇
二
四
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ア
メ
リ
カ
国
際
法
学
会
年
次
総
会
で
は
、「
中
国

文
化
財
返
還
」
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
私
も
討
論
参
加
し
た
が
、
そ
こ
で
、
敦
煌
研
究
院
の
楊
雪
梅
院
長
は
、

世
界
中
に
散
逸
し
た
文
化
財
の
返
還
を
求
め
た
。

　

す
な
わ
ち
、
一
九
〇
〇
年
に
道
教
の
僧
侶
・
王
圓
録
氏
が
、
敦
煌
莫
高
窟
（
一
七
窟
）（「
蔵
経
洞
（
図
書
館
窟
）」
と

い
わ
れ
る
）
を
見
つ
け
て
か
ら
、
①
一
九
〇
七
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
Ａ
・
ス
タ
イ
ン
氏
（
元
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
ユ
ダ
ヤ

人
、
二
三
〇
の
原
稿
、
三
〇
〇
〇
以
上
の
経
典
が
、
一
九
〇
九
年
一
月
に
は
大
英
博
物
館
に
移
転
さ
れ
る
）、
②
一
九
〇
八
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年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｐ
・
ペ
リ
オ
氏
（
六
〇
〇
〇
以
上
の
原
稿
の
他
、
最
良
の
経
典
の
持
ち
出
し
）（
一
九
〇
九
年
ま

で
）、
③
一
九
一
一
～
一
二
年
に
は
、
大
谷
光
瑞
氏
、
橘
瑞
超
氏
、
吉
川
小
一
郎
氏
（
四
四
四
窟
に
落
書
き
）
が
、
原
稿
取

得
、
遺
物
の
窃
取
（
研
究
者
で
も
な
く
、
記
録
を
取
ら
ず
、
か
な
り
現
場
を
傷
め
る
。
龍
谷
大
学
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
）、

④
Ｓ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
氏
、
Ｎ
・
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
氏
ら
が
、
壁
画
・
彫
刻
な
ど
の
窃
取
（
聖
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
・

ロ
シ
ア
敦
煌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
保
管
さ
れ
る
）、
⑤
一
九
二
四
年
、
二
五
年
Ｌ
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
氏
（
当
時
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
フ
ォ
ッ
グ
・
芸
術
博
物
館
館
長
）
は
、
壁
画
・
彫
刻
を
盗
も
う
と
す
る
（
三
二
八
窟
）（
七
〇
銀
テ
ー
ル
で
の
取
得
）

（
さ
ら
に
唐
の
壁
画
で
あ
る
、
二
八
五
窟
、
三
三
五
窟
、
三
二
〇
・
三
二
一
・
三
二
三
・
三
二
九
窟
）
な
ど
し
て
、
敦
煌
の
文

化
財
は
世
界
中
に
散
逸
し
て
い
る（

９
）。

こ
う
し
た
事
態
は
、
王
僧
侶
が
譲
渡
に
承
諾
し
よ
う
が
、
中
国
文
化
財
に
と
っ
て
は

図 12　ワシントン DC での「中国文化財返還」に
関するセッション

（アメリカ国際法学会年次総会。一番右が
楊雪梅院長（当時副院長）。左から 2 人目が、
中国における文化財返還の総元締めの中国
政法大学の霍政欣教授。2024 年 4 月）

図 13　楊雪梅・敦煌研究院院長（当時副院長）に
よる散逸莫高窟資料返還に関する報告
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不
幸
な
こ
と
で
あ
り
、
中
国
サ
イ
ド
と
し
て
、
そ
の
返
還
を
求
め
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。（
な
お
、
楊
院
長
は
、
報
告

で
は
デ
ジ
タ
ル
返
還
を
主
張
さ
れ
、討
論
時
に
、実
物
の
返
還
を
求
め
な
い
の
か
と
質
問
し
た
ら
、本
音
は
実
物
返
還
だ
が
、

あ
ま
り
に
も
散
逸
が
多
い
た
め
に
、
暫
定
的
措
置
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
返
還
を
求
め
る
と
説
明
さ
れ
た
。）

図 14　17 窟の経典などに取り組む
ペリオ氏

（敦煌博物館の展示から）

図 15　現在の 17 窟。がらんど
うで、何もない

（2024 年 7 月、撮影吉田）

図 16　敦煌・莫高窟で図書窟があったとされる 16 窟、17
窟の建物（2024 年 7 月）
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　５
　ど
う
す
べ
き
か

　（１
）
前
提
問
題

　

再
び
、
東
大
・
東
文
研
の
石
獅
子
問
題
に
戻
る
。
か
つ
て
は
北
京
の
宮
殿
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
、
中
国
の
重
要
な
文
化

財
が
日
本
の
最
高
学
府
た
る
東
大
・
東
文
研
の
玄
関
に
あ
り
、
な
ぜ
か
そ
れ
が
同
研
究
所
の
シ
ン
ボ
ル
に
ま
で
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
東
文
研
は
、
隠
さ
ず
に
、
そ
の
経
緯
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
べ
き
国
際
的
責
任
を
負
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
詳
細
が
書
か
れ
て
い
る
平
勢
隆
郎
教
授
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
開
示
し

よ
う
と
し
な
い
態
度
は
、
理
解
で
き
な
い
。

　

こ
う
い
う
レ
ベ
ル
で
、
国
際
的
に
、
東
大
の
立
場
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
、
文
化
的
所
有
権
の
返
還
時
代
の
今
日
に
、

最
高
学
府
と
し
て
、恥
ず
か
し
い
状
態
で
あ
る
。
国
際
的
非
難
を
浴
び
て
、嫌
々
と
い
う
の
で
は
な
く
、良
識
の
府
と
し
て
、

「
自
発
的
に
」
率
先
し
て
情
報
提
供
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　（２
）
実
体
法
的
問
題

　

民
法
的
に
は
、
即
時
取
得
（
民
法
一
九
二
条
以
下
）
の
適
用
か
ら
、
東
文
研
の
所
有
権
を
取
得
す
る
余
地
は
あ
る
が
、
ア
メ

リ
カ
の
美
術
館
・
博
物
館
の
例
か
ら
、
結
論
的
に
、
道
義
的
に
返
還
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
て
い
る）

（1
（

。『
道
義
的
』

と
い
う
理
屈
づ
け
が
漠
と
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
考
え
ら
れ
る
論
拠
と
し
て
は
、
以
下
の
如
く
に
な
る
。

　

と
い
う
の
は
、
本
件
は
、
経
済
的
な
財
産
所
有
権
で
は
な
い
、
文
化
的
所
有
権
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
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二
一
世
紀
は
、『
文
化
的
権
利
の
時
代
』
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る）

（（
（

。
そ
こ
で
は
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
統
治
権

が
重
要
に
な
り
（
楊
院
長
は
、「
文
化
的
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
）、
そ
れ
ゆ
え
に
、
今
は
「
来
歴
（provenance)

」
が

問
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
文
化
的
所
有
権
の
特
質
か
ら
も
、
民
法
一
九
二
条
以
下
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
っ
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
発
想
が
、
反
映
し
て
い
る
の
は
、
一
九
五
四
年
文
化
財
保
護
の
ヘ
ー
グ
条
約
（H

ague 

C
onvention for the Protection of C

ultural Property in the Event of Arm
ed C

on�icts

）、
一
九
七
〇
年
文
化
財
所
有
権
の
違
法
な
搬
出
入
・

譲
渡
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
合
意
（U

N
ESC

O
 C

onvention on the M
eans of Prohibiting and Preventing the Illicit Im

port, Export, and Transfer 

of O
w

nership of O
w

nership of C
ultural Property

）、
一
九
九
五
年
盗
難
・
違
法
輸
出
文
化
財
に
関
す
る
合
意
（C

onvention on Stolen 

and Illegally Exported C
ultural O

bjects
）
が
あ
る
が
、略
奪
国
は
、必
ず
し
も
署
名
し
て
い
な
い
と
い
う
う
ら
み
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

二
〇
〇
七
年
の
国
連
先
住
民
族
に
関
す
る
遺
骨
・
副
葬
品
返
還
に
関
す
る
一
二
条
（U

N
D

RIP

）
も
関
係
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
先
住
民
族
の
関
す
る
遺
骨
返
還
の
実
践
が
、
世
界
的
潮
流
と
し
て
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
文
化
財
返
還
も
、

植
民
地
主
義
の
思
想
か
ら
の
脱
却
と
共
に
、
文
化
財
へ
の
本
来
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
意
識
の
高
ま
り
と
共
に
、

遺
骨
同
様
の
文
化
芸
術
の
返
還
も
、
同
様
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
歴
史
的
不
正
義
に
は
、
時
効
が
な
い
（
ナ
チ
に

関
す
る
時
効
不
適
用
条
約
参
照
）
と
の
思
想
の
下
に
、《
即
時
取
得
》（
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
的
に
は
、
即
時
時
効
）
の
主
張
も

お
か
し
く
、
本
来
の
文
化
財
帰
属
先
に
返
還
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
の
が
、
二
一
世
紀
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
。

　

　（３
）
手
続
き
問
題

　

手
続
的
に
ど
う
す
べ
き
か
で
あ
る
が
、
最
悪
は
、
日
中
の
国
際
文
化
財
返
還
紛
争
に
な
り
、
泥
仕
合
的
に
な
り
、
最
高

学
府
の
東
大
が
、
こ
う
し
た
「
世
界
標
準
」
に
従
わ
な
い
（
北
大
の
よ
う
な
）
立
場
に
固
執
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
よ

り
も
、
研
究
者
の
良
心
を
反
映
す
る
よ
う
な
、
靖
国
と
も
、
宮
内
庁
と
も
異
な
る
、
二
一
世
紀
の
時
代
の
方
向
性
を
先
取
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り
す
る
、
模
範
的
な
立
場
を
示
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

　

筆
者
も
交
流
が
あ
る
、
中
国
政
法
大
学
の
霍
政
欣
教
授
は
、
既
に
中
国
文
物
局
と
相
談
の
上
、
対
策
を
検
討
中
と
の
こ

と
で
あ
る
（
同
教
授
は
、
既
に
、「
日
本
の
最
重
要
大
学
に
よ
る
重
大
な
（
中
国
芸
術
）
略
奪
例
」
と
し
て
い
る
）。
日
本

側
が
、
世
界
に
恥
ず
か
し
く
な
い
回
答
を
示
す
上
で
、「
待
っ
た
な
し
の
状
態
」
で
あ
り
、
東
大
は
、
北
京
大
学
と
の
比
較

か
ら
し
て
も
、
公
明
正
大
に
そ
の
取
引
経
緯
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

国
際
的
に
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
事
例
と
の
関
係
で
あ
る
が
、『
来
歴
』
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

公
表
す
る
義
務
づ
け
を
明
示
す
る
、
一
九
九
八
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
原
則
、
二
〇
〇
〇
年
の
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
原
則
、

二
〇
〇
九
年
の
テ
レ
ジ
ン
原
則
が
参
考
に
な
る）

（1
（

。
中
国
大
陸
へ
の
進
出
時
期
に
、《
満
州
族
貴
族
と
上
野
の
石
屋
と
の
取
引

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
》、《
同
上
野
石
屋
と
東
文
研
前
身
（
そ
れ
は
賠
償
金
で
作
ら
れ
た
東
方
文
化
学
院
）
と
の
間

に
ど
の
よ
う
な
適
正
取
引
が
な
さ
れ
た
の
か
》、
そ
の
立
証
責
任
は
、
東
文
研
の
方
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
に
特
化
さ
せ
た
、
中
国
主
導
の
も
の
と
し
て
は
、
既
に
二
〇
一
四
年
に
（
前
節
で
も
言
及
し
た
）
敦

煌
で
の
逸
失
芸
術
問
題
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
返
還
要
請
に
関
す
る
『
敦
煌
宣
言
』
が
出
さ
れ
て
い
る
し
、
新
し
く
は
、

二
〇
二
四
年
六
月
に
青
島
で
、
ア
ジ
ア
文
化
遺
産
保
護
連
携
会
議
が
開
催
さ
れ
、
二
三
カ
国
、
一
五
〇
名
の
代
表
の
参
加

の
下
に
、
文
化
財
返
還
保
護
に
関
す
る
『
青
島
建
議
書
（
青
島
勧
告
）』
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
（
そ
の
文

書
の
起
草
に
お
い
て
は
、
や
は
り
中
国
政
法
大
学
の
霍
政
欣
教
授
が
尽
力
さ
れ
て
い
る）

（1
（

）。

＊

　

時
あ
た
か
も
、
二
〇
二
四
年
七
月
に
は
、
東
大
一
五
〇
周
年
の
記
念
行
事
（「
民
主
主
義
と
東
大
」
な
ど
）
が
行
わ
れ
て

い
る）

（1
（

。
吉
野
作
造
事
件
の
現
代
的
意
義
を
考
え
る
こ
と
も
大
事
か
も
知
れ
な
い
が
、
日
本
の
最
高
学
府
は
、
民
法
の
重
要
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問
題
と
し
て
、
第
一
に
、
先
住
民
族
（
ア
イ
ヌ
民
族
、
琉
球
民
族
）
の
遺
骨
返
還
問
題
が
幾
つ
か
の
訴
訟
・
和
解
案
件
と

し
て
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
度
は
、
第
二
に
、
中
国
文
化
財
（
略
奪
文
化
財
）
の
返
還
に
直
面
し
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
上
記
記
念
行
事
に
、
こ
の
重
要
課
題
を
扱
う
も
の
は
皆
無
と
い
う
事
態
を
ど
う
考
え
た
ら
良

い
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
わ
が
国
、
さ
ら
に
は
そ
の
研
究
機
関
ま
で
も
、
今
尚
植
民
地
的
体
質
を
示
す
も
の
と
し
て
、

実
は
東
大
企
画
と
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
対
処
の
仕
方
は
、『
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
』
と
し
て
大
学
人
の
良
識
が
試
さ
れ

て
い
る
と
思
う
。
私
は
こ
う
い
う
ホ
ッ
ト
な
問
題
を
司
法
試
験
問
題
に
す
る
と
、
司
法
界
・
法
学
教
育
界
も
目
を
覚
ま
す

と
思
う
。『
国
際
標
準
』
と
の
比
較
で
、
世
界
の
先
進
諸
国
と
し
て
時
代
錯
誤
的
な
恥
ず
か
し
い
判
断
を
決
し
て
し
な
い
よ

う
に
、
伏
し
て
お
願
い
し
て
、
擱
筆
し
た
い
。

（
脱
稿　

二
〇
二
四
年
八
月
八
日
、
こ
の
問
題
で
の
中
国
行
き
を
控
え
て
）

　
〔
注
〕

（
1
）
後
者
に
つ
い
て
は
、
吉
田
邦
彦
「
日
中
友
好
の
た
め
の
『
文
化
財
返
還
』
の
実
践
的
意
義
―
―
そ
の
法
的
・
道
義
的
根
拠
の
指
標
と
し

て
の
欧
米
と
の
比
較
法
的
考
察
」
中
国
文
化
財
返
還
運
動
を
進
め
る
会
編
・
中
国
文
化
財
の
返
還
―
―
私
た
ち
の
責
務
（
二
〇
二
二
年
）

で
も
記
し
た
。

（
2
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
吉
田
邦
彦
「
靖
国
合
祀
訴
訟
に
関
す
る
近
時
の
裁
判
例
の
民
法
的
諸
問
題
―
―
民
法
解
釈
方
法
論

上
の
問
題
の
一
事
例
と
し
て
」（
吉
村
古
稀
）
現
代
市
民
社
会
に
お
け
る
法
の
役
割
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
3
）
例
え
ば
、
桝
屋
友
子
「
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
あ
ゆ
み
80
年
」
東
大
東
文
研
×
金
沢
文
庫
・
東
洋
学
へ
の
誘
い
（
東
文
研
、

二
〇
一
九
）
参
照
。

（
4
）
千
代
延
恵
正
「
茗
荷
谷
時
代
の
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
と
東
京
大
学
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
遺
跡
調
査
室
」
東
洋
文
化
研
究
所
の
80
年

（
二
〇
二
二
）
五
八
七
頁
で
の
述
懐
で
あ
る
。

（
5
）See, http://w

w
w.am

bertek.net/blog/pkulion/　

こ
こ
で
の
情
報
は
、
大
略
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
北
京
大
学
の
西
門
は
海
淀
区

頤
和
園
路
に
あ
り
、
明
清
時
代
に
は
庭
園
で
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
燕
園
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
人
の
レ
イ
ト
ン
・
ス



16

チ
ュ
ア
ー
ト
が
こ
こ
に
燕
京
大
学
を
設
立
し
、
頤
和
園
に
点
在
し
て
い
た
民
俗
石
の
ラ
イ
オ
ン
、
中
国
製
の
時
計
、
い
く
つ
か
の
石
の
彫

刻
を
購
入
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
し
て
環
境
を
飾
っ
た
。
西
門
の
石
獅
子
が
学
校
を
守
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
西
門
前
に
あ

る
一
対
の
石
獅
子
は
、
一
九
二
四
年
に
燕
京
大
学
が
民
間
か
ら 

七
〇
〇
銀
元
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
京
大
学
の
文
書
館
に
は
、
一

対
の
石
獅
子
を
購
入
し
た
証
書
が
今
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
造
り
の
ラ
イ
オ
ン
（
石
獅
子
）
は
最
初
に
旧
頤
和
園
で
発
見
さ
れ
、

後
に
門
の
外
に
向
か
っ
て
左
側
に
ア
ジ
サ
イ
を
踏
ん
で
い
る
雄
の
ラ
イ
オ
ン
が
い
て
、
人
々
の
中
に
住
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
右

側
の
雌
ラ
イ
オ
ン
が
子
ラ
イ
オ
ン
を
愛
撫
し
て
い
る
。
こ
の
左
右
の
配
置
は
、
中
国
の
左
翼
、
右
翼
、
左
右
の
安
定
シ
ス
テ
ム
に
関
連
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
二
頭
の
ラ
イ
オ
ン
の
頭
に
は
巻
き
毛
が
あ
り
、
口
は
大
き
く
開
い
て
お
り
、
彫
刻
さ
れ
た
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け

て
お
り
、
小
さ
な
ラ
イ
オ
ン
は
口
に
鐘
を
く
わ
え
て
い
る
。
こ
の
一
対
の
石
の
ラ
イ
オ
ン
の
彫
刻
全
体
は
精
巧
で
壮
大
で
あ
る
。
清
朝
の

典
型
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。 

（
6
）
森
本
和
男
・
文
化
財
の
社
会
史
―
―
近
現
代
史
と
伝
統
文
化
の
変
遷
（
彩
流
社
、
二
〇
一
〇
）
五
二
八
～
五
二
九
頁
。

（
7
）
森
本
・
前
掲
書
（
注
６
）
五
四
〇
頁
、
五
四
四
～
五
四
七
頁
、
五
五
六
～
五
五
七
頁
参
照
。

（
8
）
森
本
・
前
掲
書
五
五
八
～
五
五
九
頁
。
雲
崗
石
窟
に
は
、
既
に
一
瀬
敬
一
郎
弁
護
士
が
現
地
に
入
り
調
査
さ
れ
て
お
り
（
二
〇
二
四

年
八
月
）、
そ
の
報
告
が
「
進
め
る
会
」
の
ニ
ュ
ー
ス
８
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
詳
し
く
は
、
例
え
ば
、Liang H

ong, �
e D

iscovery of the Library Cave; �
e Treasure �

ieves in: D
unhuang Research C

enter, Stories of 
the M

ogao G
rottoes

（
江
蘇
鳳
凰
美
術
出
版
部
、
二
〇
二
二
）
二
一
三
～
、
二
一
九
～
参
照
。

（
10
）
吉
田
邦
彦
「
補
償
法
学
の
出
発
点
―
―
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
補
償
訴
訟
の
遺
産
」
同
・
東
ア
ジ
ア
民
法
学
と
災
害
・
居
住
・
民
族
補
償
（
中
編
）

（
民
法
理
論
研
究
６
巻
）（
信
山
社
、
二
〇
一
七
）
五
頁
以
下
、
と
く
に
三
四
頁
以
下
、
ま
た
、
同
・
前
掲
（
注
１
）（
二
〇
二
二
）
四
八
～

五
二
頁
参
照
。

（
11
）See, T.H

. M
arshall &

 Tom
 Bottom

ore, C
itizenship and Social C

lass (Pluto Press, 1992)8(original, 1950).

（
12
）
吉
田
・
前
掲
（
注
10
）（
二
〇
一
七
）
三
四
～
三
五
頁
参
照
。

（
13
）See, C
hen X

i, C
hina's N

ew
 Proposal of Returning Lost C

ultural O
bjects Earns International Support: M

ilestone in N
ew

 Era, The G
lobal 

Tim
es, June 20th, 2024

（
中
国
は
、
六
月
二
〇
日
に
青
島
に
お
け
る
ア
ジ
ア
文
化
遺
産
連
携
諮
問
会
議
で
、
植
民
地
体
制
下
で
の
流
出
文

化
財
の
返
還
・
保
護
の
提
案
（
青
島
勧
告
）
を
出
し
た
。
こ
こ
で
は
、
中
国
は
、
博
物
館
に
お
け
る
脱
植
民
地
化
、
文
化
財
返
還
に
向
け

て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
文
化
財
返
還
に
向
け
て
の
国
際
的
協
議
を
図
り
、
社
会
的
統
合
の
強
化
、
多
世
代
間
で
の
文
化
財
承
継
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に
目
的
が
あ
る
。
保
護
返
還
に
向
け
て
の
や
り
方
の
刷
新
と
し
て
、
外
交
、
司
法
、
贈
与
、
そ
の
他
の
国
際
的
解
決
な
ど
様
々
な
や
り
方

が
あ
る
。
中
国
政
法
大
学
の
霍
政
欣
教
授
は
、
青
島
勧
告
発
出
に
か
か
る
報
告
を
し
、
そ
の
草
稿
は
、
既
に
二
〇
二
四
年
二
月
か
ら
始
ま

り
、
八
回
も
の
議
論
を
経
て
出
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
ア
ジ
ア
文
化
遺
産
連
携
の
国
際
的
専
門
家
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
と
す
る
。
文
化

財
の
保
護
返
還
に
向
け
て
の
公
平
で
、
科
学
的
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
維
持
可
能
な
解
決
を
目
指
し
て
い
る
と
し
た
。
そ
こ
に
は
、
ホ

ン
ジ
ュ
ラ
ス
や
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
関
係
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
文
化
芸
術
遺
産
大
臣
の
Ｇ
・

Ａ
・
Ｖ
・
オ
セ
ヒ
ョ
氏
は
、「
失
わ
れ
た
文
化
遺
産
の
返
還
は
、
国
際
的
に
注
目
に
値
し
、
脱
植
民
地
化
の
強
力
な
方
法
で
あ
る
。」
と
述

べ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
文
化
担
当
役
人
の
Ｊ
・
Ｎ
・
ク
ー
レ
イ
氏
は
、「
ス
リ
ラ
ン
カ
は
今
オ
ラ
ン
ダ
と
の
間
で
文
化
財
返
還
を
主
張
し
て

お
り
、
青
島
提
案
の
こ
と
は
重
要
な
経
験
と
し
て
参
考
に
す
る
。」
と
い
う
。
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
会
議
で
は
、
英
国
、
米
国
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
多
く
の
研
究
者
、
博
物
館
関
係
者
が
、
失
わ
れ
た
文
化
財
の
収
集
に
積
極
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
英

国
か
ら
の
Ｏ
・
ウ
ィ
テ
ィ
ン
グ
氏
は
、｢

英
国
に
関
し
て
は
、
事
物
の
返
還
、
植
民
地
主
義
、
大
英
帝
国
の
役
割
認
識
を
、
国
民
に
明
示

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る｣
と
述
べ
る
。
そ
の
会
合
で
は
ま
た
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
Ｊ
・
ハ
ー
パ
ー
教
授
と
中
国
文
化
遺
産
局
と
の
間

で
、
周
の
時
代
の
古
文
書
（
絹
文
書
）
の
返
還
式
も
執
り
行
わ
れ
た
。
同
教
授
は
、｢

こ
れ
は
米
中
の
良
き
文
化
的
外
交
で
あ
る
」
と
述
べ

た
）. See also, Zhao Xiaosia, �

e Second M
eeting of the Council of the Asian Alliance for the Conservation of Cultural H

eritage Reached a N
um

ber 
of O

utcom
es, People’s D

aily O
verseas Edition
（
人
民
日
報
）（
人
民
網
）, June 24th, 2024

（
青
島
で
の
第
二
回
ア
ジ
ア
文
化
遺
産
保
護
連

携
会
議
は
、
二
三
カ
国
、
二
つ
の
国
際
機
関
か
ら
の
一
五
〇
名
の
代
表
の
参
加
の
下
に
行
わ
れ
た
。
文
化
遺
産
の
保
護
、
そ
の
返
還
の
推

進
に
向
け
て
の
国
際
的
協
調
の
強
化
を
誓
っ
た
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
が
新
た
に
加
わ
り
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
は
、
最
初
の
パ

ー
ト
ナ
ー
国
と
な
っ
た
。
議
長
の
李
群
氏
は
、「
中
国
は
、
積
極
的
に
連
携
国
の
範
囲
を
広
め
て
い
る
」
と
し
た
。
二
〇
二
三
年
～
二
四
年
、

二
〇
二
四
年
～
二
五
年
の
一
五
も
の
実
施
プ
ラ
ン
で
、
イ
ラ
ン
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ

ン
カ
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
る
。
青
島
提
案
は
、
二
〇
一
四
年
の
敦
煌
宣
言
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
氏
は
、「
植
民
地
時
代
の
略
奪
を

矯
正
し
、
文
化
財
喪
失
国
が
、
安
全
に
そ
の
文
化
剤
確
保
が
で
き
る
こ
と
を
支
持
す
る
。
そ
の
た
め
の
多
面
的
で
長
期
的
な
協
議
を
行
う
。」

と
述
べ
た
）.

　
　

そ
し
て
そ
の
『
青
島
建
議
書
（
勧
告
）』
で
は
、
第
一
に
、
遺
骨
を
含
む
文
化
財
は
、
文
明
、
国
家
遺
産
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
、

本
質
的
に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
本
来
所
在
し
た
国
の
人
々
に
と
っ
て
、
そ
の
文
化
遺
産
の
表
現
、
文
化
的
権
利
の
享
受
は
、
本
質
的
に
重

要
で
あ
る
こ
と
の
認
識
、
第
二
に
、
文
化
財
の
暴
力
・
強
制
・
威
嚇
的
手
段
に
よ
る
奪
取
、
掘
削
、
不
法
な
輸
入
・
密
輸
は
、
特
に
軍
事
紛
争
、
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植
民
地
化
の
力
に
よ
る
そ
れ
（
植
民
地
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
そ
れ
）
は
、
上
記
文
化
遺
産
・
文
化
的
権
利
の
享
受
に
計
り
知
れ
な

い
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
へ
の
留
意
、
第
三
に
、
被
害
国
に
と
っ
て
精
神
的
・
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
あ
る
文
化
財
の
保
護
・
返
還
を

図
る
被
害
国
の
要
望
を
認
識
し
、
文
化
財
返
還
を
推
進
・
促
進
す
る
道
義
的
・
法
的
義
務
が
あ
る
こ
と
の
再
確
認
、
第
四
に
、
植
民
地
的

コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
失
わ
れ
た
文
化
財
取
得
の
法
的
基
礎
を
与
え
る
国
際
的
文
書
の
必
要
性
へ
の
配
慮
の
表
明
、
第
五
に
、
博
物
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
喪
失
、
窃
盗
、
損
害
を
巡
る
腐
敗
、
事
件
報
告
の
増
加
へ
の
深
い
憂
慮
の
表
明
、
第
六
に
、
脱
植
民
地
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
波
、

文
化
的
独
立
宣
言
の
想
起
、
そ
れ
に
向
け
て
の
南
北
協
調
・
対
話
の
必
要
性
、
第
七
に
、
文
化
財
返
還
の
専
門
家
会
議
に
お
け
る
盗
難
・
盗
掘
・

違
法
輸
出
文
化
財
の
保
護
・
返
還
に
関
す
る
敦
煌
宣
言
（
二
〇
一
四
年
）
及
び
文
化
財
回
復
・
返
還
に
関
す
る
包
括
的
国
際
協
議
を
求
め

る
二
〇
二
二
年
の
文
化
政
策
・
持
続
的
発
展
の
世
界
会
議
の
想
起
、
第
八
に
、
加
害
国
の
法
改
正
の
動
き
、
さ
ら
に
、
植
民
地
的
コ
ン
テ

ク
ス
ト
で
不
正
義
・
不
道
徳
に
取
得
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
博
物
館
・
博
物
館
組
合
の
倫
理
規
範
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
宣
言

の
推
進
の
推
奨
、
第
九
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
地
理
的
境
界
の
克
服
、
情
報
共
有
、
協
調
の
推
進
へ
の
留
意
、
第
一
〇
に
、
ア

ジ
ア
諸
国
は
植
民
地
的
占
領
に
よ
り
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
重
要
性
を
多
く
の
文
化
財
が
散
逸
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、
ア

ジ
ア
文
化
財
保
護
の
協
議
・
連
携
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
地
域
的
協
働
を
行
う
こ
と
、
な
ど
が
謳
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
受
け
た
諸

提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
二
〇
二
四
年
七
月
二
七
日
に
、
宇
野
重
規
、
刈
部
直
、
加
藤
陽
子
各
教
授
な
ど
が
、
こ
の
テ
ー
マ
で
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
Ｐ
Ｐ
Ｔ
な
ど
を
拝
見
し
て
も
、
本
稿
の
重
要
テ
ー
マ
は
な
ぜ
か
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
何
故
な
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

（
よ
し
だ
・
く
に
ひ
こ
／
中
国
・
広
東
外
語
外
貿
大
学
法
学
院
・
雲
山
特
別
教
授
）
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2…東京大学総合研究博物館が所蔵する東亜考古学会発掘資料（五十嵐 彰）

　１
　は
じ
め
に

　

東
京
帝
国
大
学
と
京
都
帝
国
大
学
の
考
古
学
者
た
ち
を
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
組
織
さ
れ
た
東
亜
考
古
学
会
は
、

一
九
三
三
・
三
四
年
に
中
華
人
民
共
和
国
黒
竜
江
省（

１
）に
所
在
す
る
古
代
・
渤
海
国
の
上
京
龍
泉
府
と
さ
れ
る
〈
遺
跡
〉（
以
下
、

上
京
龍
泉
府
址
と
す
る
）
を
発
掘
し
て
、
そ
の
出
土
資
料
は
現
在
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
本
稿
は
、

上
京
龍
泉
府
址
出
土
資
料
お
よ
び
そ
の
関
連
資
料
を
例
と
し
て
、
戦
時
期
あ
る
い
は
植
民
地
期
に
大
日
本
帝
国
政
府
お
よ
び

関
係
組
織
や
個
人
が
朝
鮮
半
島
・
中
国
大
陸
な
ど
で
入
手
し
た
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
入
手
方
法
の
公
正
性
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
戦
後
に
お
け
る
所
蔵
機
関
・
個
人
の
当
該
資
料
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
同
じ
く
公
正
性
の
観
点
か
ら
検
討
し
、

今
後
の
あ
る
べ
き
在
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
検
討
対
象
と
な
る
資
料
が
、
ど
の
よ
う
な
時
代
状
況
に
お
い
て
、
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
入

手
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
九
年
に
東
方
考
古
學
叢
刊 

甲
種 

第
五
冊
『
東
京
城
』
と
し
て
東
亜
考
古
学
会
よ
り

 
2 
…
… 

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
が
所
蔵
す
る

　
　
　

  
東
亜
考
古
学
会
発
掘
資
料 

五
十
嵐 

彰 
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刊
行
さ
れ
、
一
九
八
一
年
に
『
東
方
考
古
学
叢
刊
』
甲
種
刊
行
会
編
集
と

し
て
雄
山
閣
か
ら
限
定
五
〇
〇
部
で
再
刊
さ
れ
た
（
図
１
）。

　

ま
ず
現
在
の
所
蔵
者
で
あ
る
東
京
大
学
側
の
見
解
を
確
認
す
る
。
次
に

調
査
が
な
さ
れ
た
一
九
三
〇
年
代
の
現
地
の
時
代
状
況
を
確
認
す
る
。
最

後
に
こ
う
し
た
社
会
状
況
を
背
景
に
得
ら
れ
た
資
料
を
現
在
も
な
お
東
京

大
学
総
合
研
究
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え

る
。

図 1　上京龍泉府址の考古誌
（東方考古学叢刊　甲種第
五冊『東京城』）

　２
　東
京
大
学
の
見
解

　（１
）
展
示
解
説
文
に
関
す
る
疑
問
点

　
「
当
館
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
：
引
用
者
）
に
は
、
後
に
本
学
教
授
と
な
っ
た
原
田
淑
人
や
駒
井
和
愛
ら
が
主
体
と

な
っ
て
行
っ
た
一
九
三
三
年
及
び
一
九
三
四
年
の
東
亜
考
古
学
会
に
よ
る
上
京
城
遺
跡
の
調
査
と
、
軍
人
で
あ
っ
た
斎

藤
甚
平
衛
（
優
）
が
行
っ
た
八
連
城
遺
跡
の
調
査
に
伴
う
遺
物
が
一
部
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
出
土
資

料
の
多
く
は
、
報
告
書
の
作
成
や
遺
物
の
保
存
・
管
理
の
た
め
に
東
京
大
学
に
移
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
後
石
仏

や
三
彩
な
ど
の
精
品
を
含
む
一
部
が
、
中
華
民
国
政
府
と
中
華
人
民
共
和
国
政
府
に
返
還
さ
れ
た
。
一
方
で
、
瓦
磚
を

中
心
と
す
る
多
く
の
遺
物
が
、
現
在
も
東
京
大
学
考
古
学
研
究
室
や
当
館
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。」（
中
村2016

：

二
三
五
頁
）
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2…東京大学総合研究博物館が所蔵する東亜考古学会発掘資料（五十嵐 彰）

　

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
展
示
解
説
文
で
あ
る
。
同
じ
文
章
が
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
ウ
ェ
ブ
で
公
開
さ

れ
て
お
り
、
誰
で
も
い
つ
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

→ 

展
示
公
開 

→ 

現
在
の
展
示 

→ 

常
設
展

示
Ｕ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
→
展
示
解
説
（
日
本
語
）
→ 

３ 

学
術
標
本
と
の
対
話 

→ 

Ｆ
５
北
東
ア
ジ
ア
、
渤
海
の
調
査
）。
本
稿
が
検
討

の
対
象
と
す
る
資
料
は
「
一
九
三
三
年
及
び
一
九
三
四
年
の
東
亜
考
古
学
会
に
よ
る
上
京
城
遺
跡
の
調
査
」
に
お
い
て
出
土

し
た
資
料
で
あ
る（

２
）。「

こ
れ
ら
の
遺
跡
の
出
土
資
料
の
多
く
は
、（
中
略
）
戦
後
石
仏
や
三
彩
な
ど
の
精
品
を
含
む
一
部
が
中

華
民
国
政
府
と
中
華
人
民
共
和
国
政
府
に
返
還
さ
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

東
京
大
学
か
ら
「
中
華
民
国
政
府
に
返
還
さ
れ
た
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
「
…
…
た
ま
た
ま
先
生
（
原
田
淑
人
：
引
用
者
）
の
在
任
中
に
研
究
室
の
事
業
と
し
て
調
査
し
た
遼
陽
な
ど
の
遺
物
を
研
究

室
に
於
い
て
整
理
し
、
保
管
し
て
ゐ
て
、
私
が
責
任
者
と
し
て
中
國
に
返
還
す
る
に
あ
た
つ
て
、
目
録
の
類
を
添
へ
る
こ
と

の
利
便
を
感
じ
た
の
で
、そ
れ
を
も
つ
て
『
考
古
学
研
究
』
の
第
一
冊
と
な
す
こ
と
と
し
た
」（
駒
井1950

「
発
刊
の
辞
」）
と
「
遼

陽
発
見
の
漢
代
墳
墓
」
出
土
資
料
が
返
還
さ
れ
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
中
國
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
中

華
民
国
」
の
こ
と
で
あ
る
。
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
「
文
部
省
渉
外
ユ
ネ
ス
コ
課
の
厚
情
を
蒙
つ
て
世
に
出
た
」
と
し
て
「
同

課
の
大
屋
事
務
官
」
あ
る
い
は
「
印
刷
庁
の
野
田
技
官
」
に
対
す
る
謝
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
返
還
さ
れ
た
と
す
る
出
土

資
料
自
体
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
返
還
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

翌
年
一
九
五
一
年
に
は
「
い
ま
責
任
者
と
し
て
こ
れ
ら
の
も
の
を
中
国
に
返
還
す
る
に
あ
た
つ
て
、
う
た
ゝ
感
慨
の
深
い

も
の
が
あ
る
」（
駒
井1951

「
序
」）
と
し
て
一
九
四
二
・
四
三
年
に
東
亜
文
化
協
議
会
の
事
業
と
し
て
調
査
さ
れ
た
「
曲
阜

魯
城
」
出
土
資
料
の
返
還
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
前
年
の
「
文
部
省
渉
外
ユ
ネ
ス
コ
課
」
に
加
え
て
「
賠

償
庁（

３
）」

に
対
し
て
も
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
返
還
の
経
緯
が
不
明
で
あ
る
こ
と
は
前
年
と
同
様
で
あ
る
。

　
「
八
連
城
遺
跡
の
調
査
に
伴
う
遺
物
」
で
あ
る
「
渤
海
半
拉
城
出
土
「
二
仏
並
座
像
」」
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
文
学
部

考
古
学
研
究
室
と
台
湾
国
立
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
一
九
五
六
年
ま
で
に
一
一
回
な



22

さ
れ
た
中
華
民
国
政
府
宛
の
第
五
回
目
の
作
業
に
よ
っ
て
一
九
五
一
年
に
返
還
さ
れ
た
（
小
野2012

、2014

）。

　

こ
う
し
て
一
九
五
〇
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
東
京
大
学
文
学
部
が
所
蔵
し
て
い
た
中
国
大
陸
出
土
資
料
の
一
部
が
「
中

華
民
国
政
府
に
返
還
さ
れ
た（

４
）

」
が
、「
中
華
人
民
共
和
国
政
府
に
返
還
さ
れ
た
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。

国
立
大
学
が
所
蔵
し
て
い
る
資
料
を
国
交
の
な
い
相
手
国
に
返
還
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
も
し
解
説
文
の
記
す

事
柄
が
事
実
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
国
と
中
華
人
民
共
和
国
が
国
交
を
樹
立
し
た
一
九
七
二
年
以
降
に
東
京
大
学
か

ら
中
華
人
民
共
和
国
政
府
に
何
ら
か
の
所
蔵
資
料
が
返
還
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、
現
時
点
で
そ
う
し
た
こ
と
は

確
認
で
き
な
い（

５
）。

　（２
）
植
民
地
に
お
け
る
購
入
品

　

展
示
解
説
文
で
は
、
上
京
龍
泉
府
址
に
関
連
す
る
展
示
資
料
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
「
現
地

の
住
民
か
ら
購
入
し
た
」「
上
京
城
附
近
で
の
購
入
品
」「
上
京
郭
城
内
の
村
で
住
民
か
ら
購
入
し
た
も
の
」「
現
地
の
住
民

か
ら
購
入
し
た
も
の
」
と
い
っ
た
入
手
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
（
中
村2016

：
二
三
六
─
二
三
七
頁
）。

　

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
対
価
を
支
払
っ
て
入
手
し
た
も
の
だ
か
ら
、
正
当
で
あ
る
と
言
い
う
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
仮
に
日
本
人
考
古
学
者
と
中
国
人
考
古
学
者
が
対
等
な
立
場
で
合
同
調
査
団
を
構
成
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
現

地
の
中
国
人
住
民
が
日
本
人
考
古
学
者
に
対
し
て
、
博
物
館
で
展
示
す
る
よ
う
な
貴
重
な
文
化
財
の
購
入
を
持
ち
掛
け
て
き

た
時
に
、
ま
ず
中
国
人
考
古
学
者
に
そ
の
対
応
を
相
談
し
て
、
現
地
の
博
物
館
相
当
施
設
に
持
っ
て
い
く
よ
う
に
勧
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
し
か
し
一
九
三
三
・
三
四
年
に
上
京
龍
泉
府
址
を
発
掘
し
た
調
査
団
は
第
一
回
調
査
の
「
歴
史
班
」
に
所

属
す
る
二
名
の
中
国
人
研
究
者
以
外
は
全
て
日
本
人
研
究
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
購
入
を
持
ち
掛
け
ら
れ
た
際
に
も
中
国

人
研
究
者
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
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　（３
）
調
査
の
動
機

　
「
東
亜
考
古
学
会
の
調
査
で
、
つ
い
で
原
田
（
淑
人
：
引
用
者
）
が
主
宰
す
る
の
は
一
九
三
三
、三
四
（
昭
和
八
、九
）

年
の
渤
海
上
京
龍
泉
府
の
調
査
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
現
在
の
黒
龍
江
省
寧
安
県
に
あ
る
、
渤
海
国
の
首
都
で
あ
っ
た
土

城
址
で
あ
る
。
満
州
国
建
国
直
後
の
当
時
の
治
安
は
悪
く
、
と
く
に
土
城
の
あ
る
鏡
泊
湖
付
近
は
も
っ
と
も
危
険
と
さ

れ
て
い
た
。
警
備
の
日
本
軍
か
ら
は
、
安
全
を
保
証
し
え
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
中
止
を
勧
告
さ
れ
て
、
同
行
の
一
員

の
中
か
ら
は
、
調
査
の
延
期
を
願
い
出
る
よ
う
な
状
況
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
の
遺
跡
の
調
査
を
、
当
時
の
参
加
者
に
よ

れ
ば
「
敢
行
、
あ
え
て
敢
行
」
し
た
の
で
あ
る
［
矢
島1975

］。
実
際
、
軍
隊
に
警
備
さ
れ
な
が
ら
の
調
査
で
あ
り
、

現
地
の
宿
舎
で
は
か
な
り
不
安
な
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

は
た
か
ら
見
れ
ば
無
謀
と
も
思
え
る
調
査
を
敢
行
し
た
原
田
の
心
中
は
今
や
知
る
す
べ
も
な
い
が
、調
査
の
成
果
は
、

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
に
や
は
り
駒
井
と
共
著
で
東
亜
考
古
学
会
か
ら
『
東
京
城
』
東
方
考
古
学
叢
刊
第
五
冊
と

し
て
世
に
問
わ
れ
、
そ
の
後
の
学
界
の
研
究
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
文
献
記
録
の
乏
し
い
渤
海
の
首
都
を
初
め
て
本
格

的
に
調
査
し
て
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
い
ま
で
も
基
本
的
な
文
献
と
し
て
そ
の
価
値
は
薄
れ
て
い
な

い
。

　

東
亜
考
古
学
会
の
そ
れ
ま
で
の
調
査
は
遼
東
半
島
の
比
較
的
交
通
の
便
の
よ
い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
内
陸
で

の
調
査
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
第
一
回
目
は
五
月
一
七
日
に
神
戸
を
出
港
し
、
現
地
に
到
着
し
た
と
き
に
は
す
で
に
六

月
六
日
で
あ
っ
た
。
大
連
か
ら
鉄
道
を
乗
り
継
い
で
、
最
後
は
海
林
か
ら
現
地
ま
で
五
台
の
荷
馬
車
に
、
発
掘
器
材
や

そ
の
ほ
か
の
荷
物
と
と
も
に
分
乗
し
、
五
日
目
に
や
っ
と
到
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。」（
大
貫1997

：
七
七
─
七
八
頁
）
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引
用
文
で
は
「
は
た
か
ら
見
れ
ば
無
謀
と
も
思
え
る
調
査
を
敢
行
し
た
原
田
の
心
中
は
今
や
知
る
す
べ
も
な
い
」
と
さ
れ

た
が
、
実
は
原
田
の
心
中
は
当
時
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　
「
満
州
国
の
独
立
宣
言
書
に
も
渤
海
国
の
こ
と
が
記
述
さ
れ
、
満
州
国
が
支
那
本
来
の
領
土
の
非
ず
、
民
族
的
に
も

独
立
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
あ
る
位
だ
か
ら
、
満
州
国
人
の
渤
海
に
対
す
る
思
慕
は
極
め
て
高
い
も
の

が
あ
る
。
今
回
は
博
物
館
で
そ
の
発
掘
し
た
遺
物
を
陳
列
し
て
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
は
ま
た
日
本
人
に
と
っ
て
も
有

意
義
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。」

　
「
二
百
有
余
年
に
亘
る
彼
此
両
国
往
来
の
内
に
渤
海
国
人
で
我
国
に
帰
化
す
る
者
も
多
く
、
我
国
人
が
渤
海
に
帰
化

し
た
の
も
少
（
な
く
：
引
用
者
）
な
か
っ
た
。
従
っ
て
日
満
両
国
人
の
地
は
二
千
年
の
昔
か
ら
繋
が
っ
て
い
た
の
で
、
今

更
日
満
親
善
を
事
新
し
く
説
立
て
る
な
ど
寧
ろ
お
か
し
い
位
に
思
わ
れ
る
。」（
帝
室
博
物
館
学
芸
委
員 

原
田
淑
人
氏 

談
『
や

ま
と
新
聞（
６
）』

一
九
三
三
年
一
〇
月
一
六
日
、
酒
寄2007

：
四
七
─
四
八
頁
）

　

一
九
三
二
年
の
「
満
洲
国
建
国
」
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、古
代
の
渤
海
国
と
日
本
の
交
流
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
「
日

満
親
善
」
を
強
化
す
る
こ
と
が
調
査
の
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
原
田
だ
け
の
思
い
で
は
な
く
、
外
務
省
が
陸
軍
省
に
対
し

て
「
東
京
城
遺
址
調
査
団
保
護
並
便
宜
供
与
方
ニ
関
シ
依
頼
ノ
件
」
を
通
知
し
た
際
に
も
、「
本
件
本
業
ハ
満
州
国
ノ
歴
史

ヲ
闡
明
ス
ル
上
ニ
於
テ
極
メ
テ
有
意
義
」
と
高
く
評
価
し
て
い
た
（
酒
寄2007

：
二
頁
）。

　

調
査
に
参
加
し
た
研
究
者
た
ち
は
、
さ
ら
に
古
代
の
渤
海
と
日
本
が
朝
貢
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
調
査
の
主
な
動
機
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。

　
「
し
か
し
そ
れ
に
も
増
し
て
我
々
日
本
人
の
関
心
を
唆
つ
た
も
の
は
渤
海
國
が
終
始
わ
が
國
に
朝
貢
し
て
ゐ
た
點
で
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あ
る
。（
中
略
）
朝
貢
の
関
係
と
は
単
に
臣
禮
を
と
る
國
交
を
云
ふ
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
そ
れ
に
附
随
し
て
記
録
さ
れ
、

或
は
記
録
さ
れ
て
ゐ
な
い
交
易
関
係
に
本
質
が
あ
る
と
は
近
時
學
界
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
奈

良
朝
か
ら
平
安
朝
に
か
け
て
度
々
来
貢
し
、
交
易
し
た
國
家
と
し
て
渤
海
國
の
名
は
我
が
國
人
に
取
つ
て
特
に
親
し
み

が
深
か
つ
た
。
だ
か
ら
渤
海
國
の
首
都
址
と
云
へ
ば
我
々
が
満
洲
に
於
て
最
初
に
目
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
否
最

初
に
目
の
つ
く
遺
跡
で
あ
つ
た
。
し
か
も
我
國
と
不
可
分
の
関
係
に
在
る
満
洲
國
の
建
國
に
際
會
し
て
、
そ
の
國
土
内

に
於
け
る
最
初
の
有
力
な
独
立
國
、
渤
海
國
の
遺
蹟
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
、
ま
た
意
義
深
い
企
で
あ
る
と
も
い
は
ね
ば

な
ら
な
か
つ
た
。」（
水
野
・
駒
井
・
三
上1938

：
二
─
三
頁
）

　（４
）
現
地
保
管
主
義
、
そ
し
て
光
と
影

　

前
掲
の
展
示
解
説
文
で
は
引
き
続
き
「
こ
の
時
の
調
査
に
あ
た
っ
て
の
所
要
の
物
品
は
、
で
き
る
だ
け
現
地
調
達
主
義
と

し
て
い
た
」（
大
貫1997

：
七
八
頁
）
と
し
て
、
第
一
回
調
査
時
に
現
地
で
購
入
し
た
物
品
と
し
て
フ
ィ
ル
ム
・
現
像
用
薬
品
、

福
神
漬
や
砂
糖
、
バ
ケ
ツ
・
下
駄
な
ど
を
列
記
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
文
章
で
記
載
す
べ
き
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な

備
品
を
ど
こ
で
調
達
し
た
か
と
い
っ
た
「
現
地
調
達
主
義
」
で
は
な
く
、
出
土
資
料
は
現
地
で
保
管
す
る
と
い
う
調
査
当
時

す
で
に
確
立
し
て
い
た
「
現
地
保
管
主
義
」
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
上
京
龍
泉
府
址
を
調
査
し
た
東
亜
考
古
学
会
の
会
則

第
六
条
に
「
本
会
ノ
調
査
ニ
依
リ
テ
得
タ
ル
資
料
ハ
其
調
査
地
ノ
属
ス
ル
国
ニ
之
ヲ
置
ク
モ
ノ
ト
ス
」
と
明
確
に
規
定
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
東
亜
考
古
学
会
の
会
則
に
つ
い
て
は
、
一
般
書
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
坂
詰1997

：
一
五
頁
）。

　
「
敗
戦
と
と
も
に
、
戦
前
の
中
国
大
陸
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
調
査
も
当
然
終
焉
を
む
か
え
た
が
、
原
田
淑
人
も
翌

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
を
退
官
す
る
。
ま
さ
に
、
文
学
部
考
古
学
研
究
室
の
戦
前
の
大
陸
で
の
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調
査
は
原
田
と
と
も
に
始
ま
り
原
田
と
と
も
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
約
三
十
年
間
に
、
原
田
は
不
朽
の
名
著
と

も
い
わ
れ
る
報
告
書
を
始
め
、
多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
る
。
一
方
で
、
そ
れ
ら
が
時
代
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
各
調
査
の
主
宰
、
援
助
団
体
、
あ
る
い
は
調
査
地
点
と
当
時
の
国
際
政
治
・
軍
事
状
況
と
の
か
か
わ
り
を
み
れ

ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
の
時
代
を
反
映
し
た
光
と
影
の
モ
ザ
イ
ク
を
描
く
作
業
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。」（
大
貫

1997

：
八
〇
頁
）

　

戦
時
期
の
「
中
国
大
陸
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
調
査
」
に
関
す
る
評
価
と
し
て
「
光
と
影
の
モ
ザ
イ
ク
を
描
く
作
業
」
と

す
る
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
解
に
対
し
て
、
か
つ
て
「
自
ら
を
正
当
化
す
る
「
植
民
地
近
代
化
論
」
と
同
質

の
も
の
」（
五
十
嵐2018

：
九
頁
）
と
評
し
た
。

　

戦
時
期
に
植
民
地
本
国
の
考
古
学
者
が
植
民
地
で
発
掘
調
査
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
良
い
点
（
光
）
と
悪
い
点
（
影
）

を
区
別
で
き
る
と
す
る
の
で
は
な
く
、
良
い
点
（
光
）
と
い
う
評
価
は
あ
く
ま
で
も
植
民
地
帝
国
側
の
視
点
で
被
植
民
地
側

の
視
点
で
は
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
「
光
」
が
「
影
」
な
く
し
て
は
有
り
得
な
か

っ
た
「
歪
ん
だ
光
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（５
）
一
九
四
五
年
以
後

　
「
東
京
大
学
（
当
時
は
東
京
帝
国
大
学
）
文
学
部
考
古
学
研
究
室
は
東
洋
史
を
基
礎
と
し
て
始
ま
り
、
一
九
四
五
年

の
敗
戦
ま
で
、
日
本
の
先
史
時
代
を
あ
つ
か
っ
て
き
た
理
学
部
人
類
学
教
室
と
棲
み
分
け
な
が
ら
、
中
国
大
陸
を
主
な

研
究
活
動
の
場
と
し
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
本
博
物
館
の
か
つ
て
の
展
示
図
録
に
も
記
し
た
こ
と
が
あ
る

（
大
貫1997

）。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
、そ
の
後
の
大
陸
考
古
学
を
推
進
す
る
東
亜
考
古
学
会
が
設
立
さ
れ
た
。
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東
亜
考
古
学
会
は
「
東
亜
諸
地
方
ニ
於
ケ
ル
考
古
学
的
研
究
調
査
」
を
目
的
と
し
て
、
京
都
帝
国
大
学
と
東
京
帝
国

大
学
の
教
官
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
学
会
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
の
大
学
で
、考
古
学
の
専
任
の
教
官
を
有
す
る
の
は
、

東
京
、
京
都
の
両
帝
国
大
学
し
か
な
く
、
こ
の
両
大
学
の
教
官
を
中
心
に
こ
の
東
亜
考
古
学
会
は
組
織
さ
れ
た
。
京
都

大
学
を
代
表
す
る
の
が
、
浜
田
耕
作
で
あ
り
、
東
京
大
学
を
代
表
す
る
の
が
原
田
淑
人
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
東
亜
考
古
学
会
が
お
こ
な
っ
た
調
査
の
中
で
、
原
田
淑
人
が
主
催
し
た
調
査
の
一
つ
に
、
渤
海
上
京
龍
泉
府
の

調
査
が
あ
る
（
図
１
、２
）。
そ
れ
は
満
州
国
が
成
立
し
た
ば
か
り
で
世
情
の
不
安
定
な
一
九
三
三
、三
四
（
昭
和
八
、九
）

年
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
渤
海
は
現
在
の
中
国
東
北
地
方
、
ロ
シ
ア
沿
海
州
、
北
朝
鮮
に
か
け
て
存
在
し
た
国
で
あ
る
。

六
九
八
年
に
粟
末
靺
鞨
部
の
地
に
た
て
ら
れ
、七
一
三
年
に
唐
よ
り
渤
海
郡
王
に
封
じ
ら
れ
て
か
ら
渤
海
と
称
す
る
が
、

九
二
六
年
に
契
丹
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。」（
大
貫2002

：
一
三
四
─
一
三
五
頁
）

　

そ
し
て
戦
後
の
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
は
、
担
当
教
員
が
原
田
か
ら
駒
井
へ
と
引
き
継
が
れ
て
、
調
査
地
も
戦

前
の
朝
鮮
半
島
・
中
国
大
陸
か
ら
北
海
道
へ
変
わ
っ
た
と
い
う
記
述
に
な
る
。

　

し
か
し
戦
後
の
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
教
室
の
活
動
を
語
る
際
に
、
こ
こ
で
は
語
る
べ
き
事
柄
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。

そ
れ
は
、
日
本
国
か
ら
中
華
民
国
に
対
し
て
な
さ
れ
た
返
還
作
業
の
実
態
で
あ
る
。

　

一
九
四
九
年
八
月
に
外
務
省
は
、
中
国
か
ら
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
文
化
財
の
返
還
作
業
に
あ
た
る
専
門
的
な
組
織
と

し
て
「
中
国
文
化
財
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
長
澤
規
矩
也
（
書
誌
学
）・
米
澤
嘉
圃
（
美
術
学
）・

駒
井
和
愛
（
考
古
学
）・
杉
村
勇
三
（
美
術
学
）
あ
と
二
名
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
（
鞆
谷2010

：
二
八
二
頁
・
二
九
一
頁
）。

公
的
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
に
も
関
わ
ら
ず
、
設
置
期
間
そ
し
て
具
体
的
な
活
動
内
容
、
委
員
の
構
成
す
ら
不
明
な
の
は
極

め
て
異
例
で
あ
る
。
考
古
資
料
の
返
還
作
業
に
従
事
し
た
駒
井
氏
に
し
て
も
、
本
件
に
関
す
る
記
載
は
、
追
悼
随
筆
集
の
年

譜
に
お
け
る
一
九
四
九
年
八
月
の
項
目
に「
賠
償
庁
よ
り
中
国
よ
り
の
略
奪
文
化
財
に
関
す
る
調
査
事
務
を
臨
時
委
嘱
さ
る
」
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（
駒
井1977

：
八
頁
）
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　３
　上
京
龍
泉
府
址
発
掘
調
査
の
時
代

　（１
）
謝
辞
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
人
た
ち

　

ま
ず
は
「
い
ま
で
も
基
本
的
な
文
献
と
し
て
そ
の
価
値
は
薄
れ
て
い
な
い
」（
大
貫1997

：
七
八
頁
、
大
貫2002

：
一
三
五
頁
）

と
さ
れ
る
一
九
三
九
年
発
行
の
上
京
龍
泉
府
址
の
考
古
誌
『
東
京
城
』
の
「
調
査
の
経
過
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
「
第
一
回
の
調
査
の
た
め
我
々
一
行
が
東
京
城
に
入
つ
た
の
は
、
一
九
三
三
年
六
月
六
日
の
冷
雨
降
り
し
き
る
午
後

で
あ
つ
た
。
恰
も
こ
の
城
邑
が
半
月
程
以
前
に
焼
き
払
は
れ
て
ゐ
た
時
で
、途
中
の
危
険
も
鮮
く
無
か
つ
た
ゝ
め
、我
々

は
海
林
か
ら
荷
馬
車
に
分
乗
し
、
一
日
行
程
で
寧
安
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
を
我
が
陸
軍
の
討
伐
隊
と
同
行
し
、
つ
い

で
寧
安
か
ら
東
京
城
ま
で
の
九
邦
里
余
の
間
を
我
が
領
事
館
警
察
署
長
澤
田
寛
幸
氏
外
警
官
十
一
名
及
び
現
地
の
保
安

官
宇
佐
美
勇
蔵
氏
外
同
隊
員
二
十
数
名
の
護
衛
を
煩
し
た
の
で
あ
つ
て
、
此
等
当
局
の
厚
意
に
対
し
て
は
殆
ど
謝
辞
を

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。」（
東
亜
考
古
学
会1939

：
五
頁
）

当
初
の
原
稿
で
は
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
領
事
館
警
察
署
長 
澤
田
寛
幸
氏
・
現
地
保
安
官 

宇
佐
美
勇
蔵
氏
の
ほ
か

に
、
師
団
長 

廣
瀬
壽
助
中
将
、
寧
古
塔
守
備
隊
長 

河
田
槌
太
郎
中
佐
、
討
伐
隊
司
令
官 

行
徳
守
治
中
佐
、
東
京
城
守
備
隊

長 

金
栗
敏
光
少
尉
、
関
東
軍
参
謀 

沼
田
多
稼
蔵
中
佐
、
哈
爾
濱
総
領
事 

森
嶋
守
人
氏
、
海
林
守
備
隊
長 

三
岡
初
太
郎
特
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図 2　1933 年の調査団（酒寄 雅志編 2007：5 頁）

務
曹
長
、海
林
警
察
署
長 

岡
菅
一
氏
、園
中
休
六
氏
、

野
砲
大
隊
長 

林
少
佐
、
満
州
国
文
教
部
礼
教
司
宗

教
科
長 

王
興
義
氏
な
ど
軍
官
関
係
者
に
対
す
る
謝

辞
が
「
序
言
」
に
記
さ
れ
て
い
た
が
、
刊
行
の
際
に

全
て
削
除
さ
れ
た
（
酒
寄2007

：
一
二
九
頁
）。

　

調
査
団
本
体
を
上
回
る
人
数
の
武
装
集
団
に
護
衛

さ
れ
て
発
掘
調
査
が
遂
行
さ
れ
た
と
い
う
事
情
を
雄

弁
に
物
語
る
の
が
、
考
古
誌
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ

た
宿
舎
前
で
撮
影
さ
れ
た
調
査
団
一
行
の
写
真
で
あ

る
（
酒
寄2007

：
五
頁
、
図
２
）。
脚
付
き
軽
機
関
銃

二
基
を
最
前
面
に
据
え
て
前
列
か
ら
後
列
右
側
に
か

け
て
軍
服
に
ゲ
ー
ト
ル
姿
の
軍
人
あ
る
い
は
領
事
館

警
察
、
保
安
官
ら
し
き
人
び
と
が
一
五
人
ほ
ど
位
置

し
、
後
列
左
側
に
背
広
姿
の
調
査
団
が
八
人
ほ
ど
写

っ
て
い
る
。
ま
さ
に
軽
機
関
銃
を
装
備
し
た
兵
力
を

前
面
に
押
し
立
て
た
調
査
で
あ
っ
た
。

　（２
）
勅
令
第
二
六
三
号
（
教
職
不
適
格
）

　

こ
う
し
た
武
力
に
よ
っ
て
護
衛
さ
れ
な
が
ら
植
民
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地
で
発
掘
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に

考
え
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。

　

上
京
龍
泉
府
址
の
調
査
か
ら
一
二
年
後
の
一
九
四
六

年
に
「
勅
令
第
二
六
三
号
」
と
い
う
法
令
が
公
布
さ
れ

た
（『
官
報
』
第
五
七
九
〇
号
、
一
九
四
六
年
五
月
七
日
、
図
３
）。

そ
の
内
容
は
、「
教
職
不
適
格
者
と
し
て
指
定
を
受
け
る

べ
き
も
の
の
範
囲
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
勅
令
第

二
六
三
号
」
の
「
別
表
第
一
」
に
は
、
適
格
審
査
委
員
会

の
判
定
に
従
う
者
と
し
て
「
侵
略
主
義
あ
る
ひ
は
好
戦
的

国
家
主
義
を
鼓
吹
し
、
又
は
そ
の
宣
伝
に
積
極
的
に
協
力

図 3　勅令第 263 号
（『官報』5790 号 1946 年 5 月 7 日付）

し
た
者
及
び
学
説
を
以
て
大
亜
細
亜
政
策
、
東
亜
新
秩
序
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
し
た
政
策
や
、
満
州
事
変
、
支
那
事
変
又
は

今
次
の
大
戦
に
理
念
的
基
礎
を
与
へ
た
者
、
独
裁
主
義
又
は
ナ
チ
的
あ
る
ひ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
的
全
体
主
義
を
鼓
吹
し
た
者
、

人
種
的
理
由
に
よ
つ
て
、
他
人
を
迫
害
し
、
又
は
排
斥
し
た
者
、
民
族
的
優
越
感
を
鼓
吹
す
る
目
的
で
、
神
道
思
想
を
宣
伝

し
た
者
」
な
ど
が
列
記
さ
れ
、
最
後
の
第
六
項
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
昭
和
三
年
一
月
一
日
以
降
に
お
い
て
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
連
合
国
の
領
土
内
で
日
本
軍
の
庇
護
の
下

に
、
学
術
上
の
探
検
あ
る
ひ
は
発
掘
事
業
を
指
揮
し
又
は
こ
れ
に
参
加
し
た
者
」

　

一
九
三
三
年
の
上
京
龍
泉
府
址
の
発
掘
調
査
は
も
と
よ
り
一
九
二
八
年
以
降
一
九
四
五
年
ま
で
中
国
大
陸
で
な
さ
れ
た
日

本
人
考
古
学
者
に
よ
る
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
者
は
す
べ
か
ら
く
「
教
職
不
適
格
者
と
し
て
指
定
を
受
け
る
べ
き
も
の
の
範
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囲
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
森
本2010

：
六
八
五
─
六
八
八
頁
）。
し
か
し
な
が
ら
上
京
龍
泉
府
址
の
発
掘
調
査
に
参
加

し
た
者
で
教
職
不
適
格
者
と
し
て
教
壇
を
追
わ
れ
た
考
古
学
者
は
誰
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た（

７
）。

　

そ
れ
は
「
勅
令
第
二
六
三
号
」
が
公
布
さ
れ
た
三
ヶ
月
後
の
一
九
四
六
年
八
月
七
日
に
「
教
職
員
適
格
審
査
施
工
規
則
に

関
す
る
件
」
と
題
す
る
通
達
が
、
適
格
審
査
長
か
ら
官
公
私
立
大
学
長
・
学
校
集
団
長
・
地
方
長
官
宛
に
発
せ
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
一
、
旧
満
州
国
、
中
華
民
国
、
南
方
諸
地
域
等
で
軍
の
庇
護
の
下
に
純
粋
に
軍
事
上
の
目
的
の
た
め
学
術
上
の
探
検

或
は
発
掘
事
業
を
指
揮
し
又
は
こ
れ
に
参
加
し
た
場
合
、
一
応
該
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
世
界
文
化
の
進
展
に
寄
与

す
る
が
如
き
純
粋
に
学
術
上
の
研
究
が
主
で
あ
る
場
合
は
該
当
し
な
い
。

二
、
資
源
或
は
貴
重
な
る
物
件
を
奪
取
す
る
目
的
で
考
古
学
等
に
関
す
る
学
術
上
の
探
検
又
は
発
掘
事
業
を
指
揮
し
又

は
こ
れ
に
参
加
し
た
場
合
は
該
当
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
物
件
を
発
掘
し
た
と
し
て
も
科
学
的
に
分
類
整
理
し
て
世
界

の
学
術
上
の
研
究
に
役
立
て
公
共
の
利
用
に
供
し
得
る
よ
う
に
取
扱
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
之
を
私
の
利
益
の
た
め
の

私
蔵
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
右
に
該
当
し
な
い
の
で
あ
る
。」（
文
部
大
臣
官
房
文
書
課1949

：
三
六
九
─
三
七
〇
頁
）

　
「
世
界
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る
」
と
か
「
純
粋
に
学
術
上
の
研
究
が
主
で
あ
る
」
あ
る
い
は
「
科
学
的
に
分
類
整
理
し

て
世
界
の
学
術
上
の
研
究
に
役
立
て
て
公
共
の
利
用
に
供
し
得
る
」
と
か
「
私
の
利
益
の
た
め
の
私
蔵
し
た
も
の
で
な
い
」

と
述
べ
ら
れ
た
基
準
に
該
当
し
な
い
発
掘
調
査
は
有
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
勅
令
第
二
六
三
号 

別
表
第
一 

第
六

項
」
を
有
名
無
実
化
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
へ
の
適
用
を
除
外
す
る
よ
う
な
通
達
が
即
座
に
発
出
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
対
応
措
置
が
な
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
く
、
実
態
解
明
が
課
題
で
あ
る
。
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　（３
）
一
九
三
三
年
の
中
国
東
北
部

　

そ
れ
で
は
、
上
京
龍
泉
府
址
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
中
国
東
北
部
の
社
会
状
況
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

調
査
団
の
主
要
メ
ン
バ
ー
四
名
は
一
九
三
三
年
五
月
一
六
日
に
東
京
を
出
発
し
、
奉
天
（
瀋
陽
）・
新
京
（
長
春
）・
哈
爾
濱

を
経
て
六
月
二
日
に
海ハ

イ
リ
ン林

に
到
着
し
た
。
海
林
か
ら
は
鉄
道
が
な
い
た
め
、
五
〇
㎞
余
り
を
荷
馬
車
五
台
に
分
乗
し
て
寧ニ

ン
ア
ン安

を
経
て
六
日
に
調
査
地
「
東
京
城
鎮
」
に
到
着
し
た
。
図ツ

ー
メ
ン們

と
寧
安
間
の
「
図
寧
線
」
が
開
通
し
て
最
寄
り
駅
の
「
東
京
城
」

ま
で
鉄
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
上
京
龍
泉
府
址
の
第
二
回
発
掘
調
査
が
終
了
し
た
後
の
一
九
三
五
年
一
月

で
あ
っ
た
。

　

上
京
龍
泉
府
址
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
一
九
三
〇
年
代
前
半
は
、
一
九
三
一
年
の
「
満
洲
事
変
」（
柳
条
湖
事
件
）、

一
九
三
二
年
の
「
満
洲
国
建
国
」、
一
九
三
四
年
「
満
洲
国
」
帝
政
実
施
が
な
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
中
国
東
北
部
に
お
け

る
支
配
権
を
確
立
す
る
軍
事
輸
送
の
た
め
に
、
調
査
地
近
辺
で
も
鉄
道
の
未
通
地
域
で
あ
っ
た
図
們
と
寧
安
を
結
ぶ
「
図
寧

線
」
の
構
築
が
最
優
先
課
題
で
あ
っ
た
。

　
「
當
三
線
の
背
後
地
一
圓
は
、
治
安
維
持
の
困
難
な
る
こ
と
満
洲
第
一
で
あ
つ
て
『
満
洲
の
匪
賊
を
し
て
最
後
迄
残

ら
し
む
る
地
帯
』
と
迄
稱
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
等
の
内
、
共
産
黨
匪
は
間
島
か
ら
東
寗
縣
附
近
に
か
け
て
蠢
動
し
つ
ゝ
あ

り
、
又
一
般
に
匪
賊
と
通
稱
せ
ら
る
ゝ
者
は
全
地
帯
に
蟠
踞
し
、
そ
の
他
土
龍
山
事
件
勃
發
以
来
、
該
地
方
土
民
の
不

安
は
全
く
去
つ
た
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
ず
、
加
之
蘇
聯
國
境
と
對
峙
し
、
絶
え
ず
國
境
紛
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
ゐ
る
こ

と
、
治
安
維
持
の
困
難
は
こ
れ
等
に
因
據
し
て
ゐ
る
。」（
鉄
路
総
局1935
：
五
頁
）

　
「
大
同
二
（
一
九
三
三
）
年
九
月
下
旬
に
於
け
る
寗
安
縣
城
襲
撃
事
件
を
最
後
と
し
匪
團
は
影
を
没
し
た
が
康
徳
元
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（
一
九
三
四
）
年
五
月
八
日
平
南
陽
、
中
華
等
の
土
匪
約
六
百
が
東
京
城
保
安
隊
不
平
分
子
と
策
動
し
東
京
城
を
襲
撃

し
、
爾
来
小
匪
の
横
行
絶
え
ず
治
安
維
持
諸
機
関
の
拡
大
強
化
は
現
下
の
急
務
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
因
に
治
安
維
持
機
関

は
、
保
安
第
一
大
隊
百
八
十
三
名
、
保
安
第
二
大
隊
二
百
名
、
警
察
遊
撃
隊
百
八
十
名
外
に
日
本
軍
若
干
、
民
間
自
衛

團
等
で
あ
る
。」（
同
：
八
四
頁
）

　　

一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
四
年
ま
で
の
三
年
間
に
調
査
地
か
ら
南
方
の
延イ

エ
ン
チ
ー吉
─
百バ

イ
ツ
ォ
ゴ
ウ

草
溝
間
の
自
動
車
路
で
は
抗
日
武
装

部
隊
に
よ
り
五
十
数
回
襲
撃
さ
れ
て
図
寧
線
構
築
の
た
め
の
資
材
や
食
料
品
が
奪
わ
れ
、
一
九
三
三
年
四
月
か
ら
一
九
三
七

年
三
月
ま
で
の
四
年
間
に
図
寧
線
諸
地
点
が
三
三
九
回
襲
撃
さ
れ
て
い
た
（
キ
ㇺ1992

：
二
三
三
頁
）。

　
「
本
線
沿
線
は
有
名
な
る
共
兵
匪
の
巣
窟
に
し
て
建
設
に
當
り
最
も
懸
念
し
た
る
問
題
な
り
し
が
警
備
に
關
し
て
は

軍
に
於
て
之
を
為
す
こ
と
に
根
本
方
針
を
決
定
さ
れ
直
接
掩
護
は
當
建
設
事
務
所
雇
上
げ
の
警
備
員
を
當
て
現
場
各
所

に
之
を
配
置
し
た
り
、
測
量
開
始
以
来
共
匪
の
襲
撃
に
遭
遇
す
る
こ
と
大
小
三
百
八
十
五
回
の
多
き
に
及
び
之
が
為
社

員
五
名
、
警
備
軍
警
二
十
二
名
、
請
負
人
側
従
事
員
二
十
名
の
尊
き
犠
牲
者
を
出
し
た
り
。」（
南
満
洲
鐡
道
株
式
會
社 

鐡

道
建
設
局1934

：
二
九
頁
）

　

こ
う
し
た
攻
撃
に
対
す
る
日
本
側
の
対
処
方
針
が
、「
図
寧
線
工
事
掩
護
実
施
要
領
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
軍
隊
ハ
主
ト
シ
テ
外
敵
ニ
対
ス
ル
擁
護
ニ
任
ス
ル
モ
要
ス
レ
ハ
警
察
官
ヲ
支
援
シ
テ
工
事
関
係
者
ノ
治
安
維
持
ニ 

　
　

当
ル

　

満
洲
国
軍
隊
ハ
工
事
人
夫
ト
離
隔
シ
且
特
ニ
日
本
側
ノ
要
求
ア
ル
場
合
ノ
外
工
事
人
夫
ノ
治
安
維
持
ニ
関
係
セ
サ
ル
モ
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ノ
ト
ス

　

一　

人
夫
ノ
外
出
区
域　

人
夫
ト
地
方
住
民
ト
接
触
シ
得
ス
且
取
締
ニ
便
ナ
ル
如
ク
最
小
範
囲
ニ
規
定
シ
之
ヲ
要
図
ヲ

　
　

以
テ
明
示
ス

　

二　

人
夫
カ
外
部
ノ
者
ト
面
会
ス
ヘ
キ
場
所
時
刻
ノ
指
定

　

三　

信
書
ノ
発
信
受
領
ニ
関
ス
ル
規
定　

発
受
共
ニ
必
ス
秘
カ
ニ
警
察
官
ノ
手
ヲ
経
ル
如
ク
規
定
ス

　
　
　

本
書
ハ
関
係
者
以
外
及
鮮
支
人
ニ
ハ
秘
密
ト
ス
」（
キ
ㇺ1992

：
二
三
二
頁
）

　

考
古
学
的
な
発
掘
調
査
が
日
本
軍
守
備
隊
・
討
伐
隊
、
満
州
国
保
安
隊
や
領
事
館
警
察
な
ど
各
種
軍
警
武
力
に
よ
っ
て
護

衛
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
近
隣
で
な
さ
れ
て
い
た
鉄
道
工
事
現
場
で
も
日
本
軍
隊
と
警
察
官
に
よ
る
厳
重
な
「
工
事
関
係
者

の
治
安
維
持
」
が
な
さ
れ
て
い
た
。
特
に
「
工
事
人
夫
」
と
称
さ
れ
た
工
事
作
業
員
と
近
隣
住
民
と
の
接
触
は
厳
重
に
監
視

さ
れ
て
、
外
部
と
の
接
触
を
極
度
に
制
限
し
た
監
禁
状
態
に
あ
っ
た
。

　
「
一
九
三
〇
年
七
月
三
一
日
夜
か
ら
八
月
一
日
未
明
に
か
け
て
吉
敦
鉄
道
沿
線
で
は
『
中
国
共
産
党
指
導
』
下
の
『
М

Ｋ
派
共
産
主
義
者
』
が
中
心
と
な
っ
て
暴
動
が
起
こ
っ
た
。
鉄
路
の
橋
が
放
火
さ
れ
、
電
柱
一
〇
本
が
切
り
倒
さ
れ
、

さ
ら
に
新
開
道
保
衛
団
第
一
分
団
（
団
員
三
〇
名
）、
南
黄
泥
河
子
公
安
分
局
第
三
区
（
巡
警
三
〇
名
）、
陸
軍
第
七
団

駐
屯
軍
（
約
二
〇
名
）
な
ど
が
襲
撃
さ
れ
、
銃
器
、
爆
薬
な
ど
が
強
奪
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
吉
林
総

領
事
館
警
察
官
の
調
査
に
よ
る
と
、
中
国
側
軍
隊
お
よ
び
警
察
は
『
主
ト
シ
テ
鮮
人
検
挙
ニ
全
力
ヲ
傾
注
シ
住
宅
ニ
対

シ
テ
戸
毎
ニ
厳
重
ナ
ル
家
屋
捜
査
ヲ
断
行
シ
事
件
関
係
ノ
有
無
ヲ
区
別
ス
ル
事
ナ
ク
鮮
人
ト
見
ル
ヤ
無
茶
苦
茶
ニ
検
挙

ヲ
行
ヒ
八
月
五
日
大
体
ニ
於
テ
検
挙
ヲ
終
了
』
し
た
。『
検
挙
セ
ラ
レ
タ
ル
鮮
人
ハ
全
然
関
係
ナ
キ
善
良
ナ
ル
農
民
ナ

ル
ガ
敦
化
第
七
団
本
部
ノ
倉
庫
ニ
九
十
九
名
、
敦
化
県
庁
留
置
場
ニ
三
十
名
、
馬
号
軍
隊
ノ
倉
庫
ニ
五
十
名
、
外
ニ
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支
那
人
二
十
名
ヲ
検
挙
シ
留
置
処
分
ニ
付
』
し
た
。
そ
の
後
敦
化
県
内
の
朝
鮮
人
居
住
者
三
〇
〇
〇
余
名
の
う
ち
約

一
〇
〇
〇
名
が
間
島
奥
地
に
避
難
し
た
も
の
の
、『
逃
ケ
残
リ
居
ル
鮮
老
幼
婦
女
ニ
対
ス
ル
暴
行
及
略
奪
振
沙
汰
ノ
限

リ
ニ
テ
山
中
避
難
者
ニ
シ
テ
食
物
ナ
キ
為
餓
死
ニ
瀕
シ
居
ル
モ
ノ
百
名
以
上
ヲ
算
ス
ベ
シ
ト
伝
ヘ
ラ
ル
』
と
い
っ
た
状

況
が
続
い
た
［
朝
鮮
部
第
一
課
：1930

］。」（
沢
井2021

：
一
〇
〇
頁
）

　

調
査
地
の
南
方
に
位
置
し
一
九
二
八
年
に
営
業
を
開
始
し
た
吉チ

ー
リ
ン林
と
敦ト

ン
ホ
ワ化
を
結
ぶ
「
吉
敦
鉄
道
」
で
は
、
開
通
後
も
抗
日

武
装
部
隊
に
よ
る
襲
撃
が
相
次
ぎ
、
多
く
の
地
域
住
民
、
特
に
朝
鮮
人
住
民
に
多
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
た
。

　（４
）
日
本
人
考
古
学
者
の
心
境

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
の
発
掘
調
査
で
あ
る
。
は
た
し
て
当
事
者
の
心
境
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
「
今
一
つ
の
不
安
は
治
安
状
態
で
あ
る
。
陸
軍
方
面
の
援
助
は
快
諾
を
得
た
譯
で
あ
る
が
、
何
分
に
も
遺
跡
は
匪
賊

の
巣
窟
と
し
て
有
名
な
鏡
泊
湖
に
近
い
。
匪
賊
の
状
態
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
云
ふ
不
安
は
絶
え
ず
脳
裡
を
去
来
す
る
。

し
か
も
我
々
が
家
を
出
よ
う
と
す
る
一
両
日
前
に
、
東
京
城
焼
討
の
報
が
傳
は
つ
た
。
一
行
の
正
に
赴
か
う
と
す
る
東

京
城
は
数
百
に
余
る
匪
賊
の
襲
撃
、
焼
討
を
食
ひ
、
多
数
の
男
女
は
殺
戮
さ
れ
、
あ
ま
つ
さ
へ
数
十
の
人
々
は
人
質
と

し
て
拉
致
さ
れ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
物
騒
な
所
に
違
ひ
な
い
。
何
と
は
な
し
に
不
安
の
気
が
漲
る
。
ま
だ

見
ざ
る
も
の
に
対
す
る
不
安
な
の
で
あ
る
。
想
像
は
想
像
を
生
み
、
不
安
は
無
暗
に
増
大
す
る
。
か
と
思
ふ
と
時
に
は

そ
れ
が
跡
か
た
も
な
く
霧
消
す
る
。
し
か
し
、
か
う
云
ふ
土
地
で
発
掘
を
行
つ
て
果
た
し
て
効
果
が
あ
が
ら
う
か
と
云

ふ
不
安
だ
け
は
、
ど
う
し
て
も
最
後
ま
で
雲
散
せ
ぬ
。
さ
う
し
て
、
ど
う
し
た
な
ら
ば
、
効
果
が
あ
が
る
だ
ろ
う
か
と
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云
ふ
問
題
が
常
に
我
々
の
頭
を
悩
し
た
の
で
あ
る
。」（
水
野
・
駒
井
・
三
上1938

：
九
─
一
〇
頁
）

　
「
想
へ
ば
辛
う
じ
て
馬
賊
の
焼
き
打
ち
か
ら
逃
れ
た
と
云
ふ
と
こ
ろ
に
泊
る
心
細
さ
に
、
疲
れ
て
早
く
寝
に
就
い
た

我
々
の
眼
も
覚
め
が
ち
で
あ
つ
た
。
う
と
う
と
し
て
ゐ
る
と
、
正
十
二
時
を
報
ず
る
時
計
の
音
に
つ
い
で
、
銃
声
が
一

発
耳
底
を
お
ど
ろ
か
す
。
し
か
も
自
警
團
の
夜
番
が
ガ
タ
ガ
タ
と
出
入
し
、
盛
ん
に
『
紅ホ

ン
ホ
ー
ズ

髯
子
、
紅ホ

ン
ホ
ー
ズ

髯
子
』
と
呼
ぶ
声

が
聴
え
て
来
る
で
は
な
い
か
。『
紅
髯
子
』
と
は
匪
賊
の
こ
と
で
あ
る
。」（
同
：
三
九
頁
）

　

一
九
三
三
年
に
日
本
か
ら
中
国
東
北
部
に
向
か
っ
た
日
本
人
考
古
学
者
た
ち
は
絶
え
ず
不
安
を
覚
え
な
が
ら
日
々
を
過
ご

し
て
い
た
。
私
た
ち
は
、
こ
こ
で
「
匪
賊
」
と
呼
称
さ
れ
た
人
た
ち
に
つ
い
て
「
抗
日
武
装
部
隊
」
と
読
み
替
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

本
人
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
結
果
的
に
植
民
地
経
営
に
資
す
る
た
め
の
発
掘
調
査
に
赴
い
た
日
本
人
考
古
学

者
の
心
境
は
こ
う
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
自
ら
が
生
活
す
る
場
に
や
っ
て
来
た
日
本
人
考
古
学
者
を
迎
え
た
現
地

住
民
あ
る
い
は
「
抗
日
救
国
」
を
唱
え
て
抵
抗
運
動
に
身
命
を
賭
し
て
い
た
人
た
ち
の
思
い
を
私
た
ち
は
知
る
こ
と
が
な
い
。

　４
　ま
と
め

　（１
）
不
当
な
時
代
に
入
手
し
た
文
化
財

　

戦
時
期
に
植
民
地
・
占
領
地
で
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
出
土
資
料
は
、
不
当
に
入
手
し
た
資
料
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
時
に
お
い
て
す
ら
出
土
資
料
は
出
土
地
で
保
管
す
べ
き
と
規
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
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現
在
に
至
っ
て
も
な
お
現
地
に
戻
さ
れ
て
い
な
い
出
土
資
料
が
日
本
に
現
存
し
て
い
る
。
現
地
で
保
管
す
べ
き
な
の
に
持
ち

帰
っ
て
き
た
こ
と
、
持
ち
帰
っ
て
き
た
か
ら
現
地
で
保
管
す
べ
き
と
い
う
当
た
り
前
の
原
則
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
な

い
。
戦
時
期
に
植
民
地
・
占
領
地
で
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
出
土
資
料
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
は
、

当
時
す
で
に
確
立
し
て
い
た
「
現
地
保
管
主
義
」
に
言
及
し
て
、
現
在
の
状
況
が
こ
う
し
た
原
則
に
反
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

戦
時
期
に
植
民
地
・
占
領
地
に
お
い
て
「
日
の
丸
」
を
押
し
立
て
た
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
者
は
、
一
九
四
六
年
に
教
職

不
適
格
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
な
い
（
図
４
）。
侵
略
地
で
軍
隊
に
守
ら
れ
て
発

図 4　「日の丸」を押し立てた発掘調査
（酒寄 雅志編 2007：59 頁）

掘
す
る
こ
と
は
学
問
的
な
自
主
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
自
ら
の
根
幹
に
関

わ
る
こ
と
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
直
視
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
う
し
た
事
柄
は
、
日
本
の
考
古
学
史
に
お
い
て
「
負
」
の

評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
当
事
者
も
「
負
」
の
自
覚
が
あ
る
か
ら
、
言

及
す
る
こ
と
が
な
い
。「
学
史
」
に
お
い
て
封
印
さ
れ
て
き
た
と
言
え
よ

う
。
し
か
し
こ
う
し
た
「
負
」
あ
る
い
は
「
影
」
を
直
視
せ
ず
に
、
戦

時
期
の
業
績
を
「
正
」
あ
る
い
は
「
光
」
と
し
て
「
不
朽
の
名
著
」
と

自
賛
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
正
し
い
歴
史
認
識
を
育
む
こ
と
は
で
き
な

い
。「
…
…
国
策
に
基
づ
く
時
代
の
落
と
し
子
で
あ
っ
た
…
…
」（
東
京
大

学1997

：
五
五
頁
）
と
い
っ
た
第
三
者
的
な
表
現
で
済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
不
当
な
時
代
に
な
さ
れ
た
不
当
な
行
為
、

す
な
わ
ち
「
負
」
で
あ
り
「
影
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
正
面
か
ら
見
据
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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か
つ
て
の
「
負
＝
影
」
の
行
為
の
結
果
と
し
て
現
在
に
残
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
瑕
疵
文
化
財
（
収
奪
文
化
財
）」
で
あ

る
（
五
十
嵐2022b

）。
持
ち
出
し
て
は
い
け
な
い
〈
も
の
〉
を
持
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
目
に
見
え
な
い
キ
ズ
（
瑕
疵
）」

が
纏
わ
り
つ
い
て
い
る
瑕
疵
文
化
財
の
キ
ズ
を
消
去
す
る
に
は
、
元
あ
っ
た
場
所
に
返
す
し
か
な
い
。
だ
か
ら
返
す
べ
き

〈
も
の
〉
を
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
収
奪
文
化
財
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
「
負
（
影
）」
を
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
に
戻
し
、

奪
っ
た
側
と
奪
わ
れ
た
側
が
協
力
し
な
が
ら
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
へ
と
変
容
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
後
の
占
領
期
に
植
民
地
・
占
領
地
か
ら
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
出
土
資
料
の
一
部
を
元
の
場
所
に
戻
す
返
還
作
業
が
な

さ
れ
た
が
、
そ
の
作
業
の
全
容
は
い
ま
だ
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
返
還
作
業
に
従
事
し
た
当
事
者
あ
る
い

は
周
辺
に
い
た
関
係
者
た
ち
に
と
っ
て
、
返
還
作
業
に
対
し
て
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
た
め
に
多
く
が
語
ら
れ
て

い
な
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
現
在
で
は
、
返
還
に
関
わ
る
こ
う
し
た
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
五
〇
年
代
に
東
京
大
学
か
ら
中
華
民
国
（
台
湾
）
へ
返
還
さ
れ
た
作
業
自
体
に
つ
い
て
、
現
在
に
連
な
る
先
駆
的
な
作

業
と
し
て
肯
定
的
な
評
価
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　（２
）
正
当
性
と
は

　

植
民
地
・
占
領
地
か
ら
戦
時
期
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
文
化
財
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
の
正
当
性
を
主
張
す
る
際
に

「
正
当
な
対
価
を
支
払
っ
て
購
入
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
主
張

の
根
拠
で
あ
る
「
正
当
性
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
「
正
当
性
」
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
五
十
嵐2021

）。

　

私
た
ち
は
代
金
を
支
払
っ
て
手
に
入
れ
た
〈
も
の
〉
に
つ
い
て
は
、
自
ら
の
所
有
に
正
当
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
通

常
の
状
況
下
で
通
常
の
方
法
で
入
手
し
た
〈
も
の
〉
に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
問
題
は
通
常
の
状
況
下
で
は
な
い
、

す
な
わ
ち
戦
時
期
と
い
っ
た
非
常
の
状
況
下
に
お
い
て
、
植
民
地
支
配
者
側
が
被
植
民
地
側
か
ら
購
入
し
た
場
合
で
あ
る
。
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一
九
三
〇
年
代
に
中
国
・
黒
竜
江
省
で
軍
隊
に
護
衛
さ
れ
な
が
ら
発
掘
調
査
を
し
て
い
た
日
本
人
考
古
学
者
が
現
地
の
住
民

か
ら
現
地
の
考
古
資
料
を
購
入
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
状
況
で
あ
る
。
例
え
ば
二
〇
二
四
年
の
現
在
、
日
本
人
考
古

学
者
が
中
国
・
黒
竜
江
省
に
行
っ
て
、
現
地
住
民
か
ら
現
地
の
古
文
化
財
を
購
入
す
る
の
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
意
味

が
違
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
し
た
時
代
的
背
景
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
購
入
品
で
あ
る
か
ら
所
有
の
正
当
性
が
担

保
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
よ
う
な
記
載
や
考
え
方
が
横
行
し
て
い
る
。

　

あ
る
い
は
同
じ
一
九
三
三
年
に
お
け
る
出
来
事
で
も
、
中
国
で
現
地
の
中
国
人
か
ら
日
本
人
考
古
学
者
が
文
化
財
を
購
入

す
る
の
と
中
国
人
考
古
学
者
が
購
入
す
る
の
と
で
は
、
そ
の
意
味
合
い
は
異
な
る
だ
ろ
う
。
あ
か
ら
さ
ま
に
暴
力
的
に
他
者

の
〈
も
の
〉
を
奪
う
「
略
奪
」
と
共
に
、
植
民
地
宗
主
国
に
属
す
る
と
い
う
自
分
た
ち
の
特
権
的
な
地
位
を
背
景
に
、
あ
る

時
は
意
識
的
に
、
ま
た
あ
る
時
は
無
意
識
に
他
者
の
〈
も
の
〉
を
入
手
す
る
「
収
奪
」
構
造
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
由
縁
で
あ
る
（
五
十
嵐2019

）。

　

日
本
学
術
会
議
は
、
日
本
国
と
中
華
人
民
共
和
国
の
間
に
国
交
が
回
復
し
た
翌
年
の
第
六
三
回
総
会
で
「
戦
時
中
に
中

国
等
か
ら
持
帰
っ
た
研
究
資
料
の
返
還
に
つ
い
て
」
と
い
う
「
申
入
れ
」
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
（
日
本
学
術
会
議

1973

）。
　
「
昨
一
九
七
二
年
日
本
国
政
府
は
中
華
人
民
共
和
国
政
府
と
の
共
同
声
明
に
お
い
て
、
過
去
に
お
け
る
戦
争
を
つ
う

じ
て
中
国
人
民
に
絶
大
な
損
害
を
与
え
た
責
任
を
痛
感
し
深
く
反
省
す
る
旨
を
表
明
し
た
。

　

本
会
議
は
日
中
両
国
間
の
友
好
、
と
り
わ
け
日
中
学
術
交
流
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
さ
い
、
政
府
が
前
記
共

同
声
明
の
趣
旨
に
そ
い
、中
国
占
領
期
間
中
日
本
人
が
正
当
な
手
続
き
に
よ
ら
ず
し
て
入
手
、持
帰
っ
た
研
究
資
料
（
文

物
、
図
書
等
）
に
つ
い
て
速
か
に
調
査
し
、
こ
れ
を
返
還
す
る
手
続
き
を
講
じ
る
よ
う
申
し
入
れ
る
。

　

な
お
、
同
時
に
朝
鮮
・
ア
ジ
ア
地
域
に
関
し
て
も
同
様
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。」
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あ
る
意
味
で
画
期
的
な
「
申
入
れ
」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
申
入
れ
文
書
中
に
「
正
当
な
手
続
き
に
よ
ら
ず
し
て
」
と
い

う
一
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、「
正
当
な
手
続
き
に
よ
っ
て
入
手
し
た
」
と
主
張
す
る
組
織
に
対
し
て
、
こ
の
「
申

入
れ
」
は
殆
ど
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た（

８
）。

　

私
た
ち
が
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
で
上
京
龍
泉
府
址
に
関
連
す
る
展
示
品
を
見
て
「
現
地
の
住
民
か
ら
購
入
し
た
」

と
い
う
解
説
文
を
読
む
と
き
に
、
そ
れ
ら
は
軽
機
関
銃
を
携
え
た
数
十
人
の
軍
警
武
装
集
団
に
守
ら
れ
た
日
本
人
考
古
学
者

た
ち
に
よ
っ
て
、
調
査
地
周
辺
に
住
む
住
民
か
ら
青
銅
製
騎
馬
人
物
像
な
ど
を
購
入
し
た
こ
と
、
同
じ
頃
に
周
辺
で
は
「
鮮

老
幼
婦
女
ニ
対
ス
ル
暴
行
及
略
奪
振
沙
汰
ノ
限
リ
ニ
テ
山
中
避
難
者
ニ
シ
テ
食
物
ナ
キ
為
餓
死
ニ
瀕
シ
居
ル
モ
ノ
百
名
以

上
」（
朝
鮮
部
第
一
課1930
）
と
い
う
悲
惨
な
状
況
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
植
民
地
期
に
植
民

地
で
入
手
し
た
博
物
館
収
蔵
資
料
に
つ
い
て
、
自
ら
が
連
累
す
る
「
歴
史
的
倫
理
」（
キ
ㇺ1996

：
二
六
五
頁
）
を
踏
ま
え
た

記
述
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（３
）
私
た
ち
の
眼
差
し

　

私
た
ち
が
文
化
財
そ
れ
も
外
国
由
来
の
文
化
財
を
見
る
と
き
に
、
私
た
ち
の
過
去
そ
し
て
〈
も
の
〉
を
見
る
私
た
ち
の
眼

差
し
が
問
わ
れ
て
い
る
。「
過
去
を
見
る
眼
差
し
」
と
は
、「
日
本
の
近
代
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
」
と
い
う
日
本
の
近
現

代
に
関
わ
る
歴
史
認
識
で
あ
る
。
日
本
の
近
代
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
日
本
の
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
眼
差
し

の
問
題
で
あ
る
。「〈
も
の
〉
を
見
る
眼
差
し
」
と
は
、〈
も
の
〉
の
外
見
的
な
評
価
だ
け
で
は
な
く
、「〈
も
の
〉
が
現
在
あ

る
〈
場
〉
に
も
た
ら
さ
れ
た
由
来
の
正
当
性
」
を
加
味
し
た
評
価
で
あ
る
。

　

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
が
所
蔵
す
る
中
華
人
民
共
和
国
黒
竜
江
省
に
所
在
す
る
上
京
龍
泉
府
址
の
出
土
資
料
は
、
不

当
な
時
代
に
不
当
な
権
力
・
武
力
を
背
景
と
す
る
不
当
な
行
為
（
商
行
為
を
含
む
）
に
よ
っ
て
今
あ
る
〈
場
〉
に
も
た
ら
さ
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れ
た
。
そ
れ
ら
を
単
な
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
異
国
の
文
化
財
と
み
な
す
の
か
、
そ
れ
と
も
過
去
の
誤
っ
た
植
民
地
主
義
に
よ

る
産
物
と
み
な
す
の
か
。
も
し
誤
っ
た
植
民
地
主
義
に
よ
る
産
物
と
み
な
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
も
の
が
今
な
お
奪
っ

た
国
、
か
つ
て
の
植
民
地
本
国
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
過
去
に

お
け
る
誤
っ
た
歴
史
認
識
が
、
現
在
も
な
お
継
続
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
は
、〈
ひ
と
〉
が
主
体
と
し
て
対
象
で
あ
る
〈
も
の
〉
を
評
価
す
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。〈
ひ
と
〉
が
一
方

的
に
〈
も
の
〉
を
観
察
し
て
、
あ
る
場
合
に
は
序
列
を
有
す
る
評
価
（
ラ
ン
ク
付
け
）
を
与
え
る
。
あ
る
文
化
財
は
、
重
要

だ
か
ら
「
重
要
文
化
財
」
に
指
定
し
、そ
の
中
の
特
に
優
れ
た
〈
も
の
〉
を
「
国
宝
」
に
指
定
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

〈
ひ
と
〉
が
主
体
で
、〈
も
の
〉
が
客
体
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
〈
ひ
と
〉
と
〈
も
の
〉
の
相
互
関
係
は
、〈
ひ
と
〉
か
ら
〈
も
の
〉
へ
と
い
う
一
方
的
な
関
係
で
は
な
く
、

実
は
〈
も
の
〉
か
ら
〈
ひ
と
〉
へ
と
逆
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
問
題
あ
る
文
化
財
（
瑕
疵
文
化
財
）

を
そ
の
組
織
や
人
が
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
か
、
返
す
べ
き
〈
も
の
〉
を
返
さ
ず
に
所
有
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
こ
と
を
も
っ
て
そ
の
所
有
組
織
は
〈
も
の
〉
に
対
す
る
評
価
、
自
ら
の
〈
も
の
〉
そ
し
て
〈
も
の
〉
が
た
ど
っ
て
き
た

歴
史
的
経
緯
に
関
す
る
価
値
観
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
そ
の
組
織
を
構
成
し
て
い
る
一
人

ひ
と
り
、
そ
し
て
そ
う
し
た
社
会
を
構
成
し
て
い
る
私
た
ち
の
歴
史
観
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
不
当
な
時
代
に
入

手
さ
れ
た
不
当
な
文
化
財
（
瑕
疵
文
化
財
）
を
現
在
も
な
お
所
有
し
て
い
る
組
織
は
、
不
当
な
文
化
財
を
所
有
し
て
い
る
不

当
な
組
織
で
あ
る
こ
と
を
無
意
識
に
、
あ
る
場
合
に
は
意
識
的
に
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
不
当
な
時
期
に
入
手

し
た
所
蔵
品
が
不
当
で
は
な
く
正
当
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
植
民
地
支
配
と
侵
略
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア

諸
国
の
人
々
に
対
し
て
多
大
な
損
害
と
苦
痛
を
与
え
た
」
と
い
う
現
在
の
日
本
国
の
公
的
な
見
解
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
に

な
る
。

　

い
ま
私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
持
っ
て
い
る
〈
も
の
〉
を
手
放
す
、
返
す
の
は
い
や
だ
と
い
っ
た
皮
相
的
で
単
純
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で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
見
方
で
は
な
く
、
歴
史
に
対
す
る
深
い
考
え
方
、
将
来
を
見
据
え
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
見
方
で
あ
る
。
不
当

な
時
代
に
入
手
さ
れ
た
不
当
な
文
化
財
を
保
持
し
続
け
る
不
当
な
状
態
を
解
消
し
て
、〈
も
の
〉
本
来
の
在
り
方
を
取
り
戻

す
た
め
に
、
奪
っ
た
側
と
奪
わ
れ
た
側
双
方
の
共
同
作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
［
注
］

（
1
）
本
稿
が
対
象
と
す
る
上
京
龍
泉
府
址
の
所
在
す
る
「
寧
安
縣
」
の
行
政
区
分
は
、
一
九
三
三
・
三
四
年
の
調
査
時
は
「
吉
林
省
」、
そ
の

後
一
九
三
四
年
「
濱
江
省
」
を
経
て
一
九
三
七
年
か
ら
「
牡
丹
江
省
」（
東
亜
考
古
学
会1939

）
と
変
遷
し
た
。
そ
の
後
紆
余
曲
折
を
経
て
、

一
九
五
四
年
以
来
は
黒
竜
江
省
の
管
轄
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）「
軍
人
で
あ
っ
た
斎
藤
甚
平
衛
（
優
）
が
行
っ
た
八
連
城
遺
跡
の
調
査
」
に
つ
い
て
は
五
十
嵐2018

を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
賠
償
庁
は
、
賠
償
実
施
の
基
本
的
事
項
の
企
画
立
案
に
関
す
る
事
項
、
賠
償
実
施
に
関
す
る
作
業
責
任
官
庁
の
事
務
の
総
合
調
整
、
推

進
及
び
監
査
に
関
す
る
事
項
、
賠
償
物
件
の
引
渡
に
関
す
る
事
項
、
賠
償
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
職
務
と
す
る
。
臨
時
設

置
法
に
基
づ
い
て
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
五
二
年
ま
で
存
在
し
た
。

（
4
）
東
京
大
学
か
ら
中
華
民
国
に
返
還
す
る
た
め
に
「
一
九
五
〇
年
一
二
月
二
五
日
に
横
浜
港
か
ら
台
湾
に
向
け
て
出
港
し
た
船
が
ア
メ
リ

カ
に
向
か
っ
た
」
と
い
う
「
噂
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
（
関
野1981

：
四
頁
）。

（
5
）
本
件
に
つ
い
て
二
〇
二
四
年
九
月
二
日
付
の
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
宛
書
簡
で
、
そ
の
真
偽
を
問
い
合
わ
せ
た
が
、
現
時
点

（
二
〇
二
四
年
一
一
月
一
八
日
：
校
了
日
）
で
回
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

（
6
）『
や
ま
と
新
聞
』
は
、
一
八
八
六
年
に
創
刊
、
一
九
三
二
年
に
大
化
会
（
国
粋
主
義
右
翼
団
体
）
機
関
紙
と
な
り
、
一
九
四
三
年
に
児

玉
誉
士
夫
が
経
営
を
継
承
し
た
。

（
7
）「
駒
井
和
愛
博
士
年
譜
」
の
一
九
四
六
年
八
月
一
二
日
の
項
目
に
は
「
教
員
適
格
審
査
に
て
適
格
と
な
る
」（
駒
井1977

：
七
頁
）
と

記
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
日
本
学
術
会
議
の
「
申
入
れ
」
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
問
題
研
究
会
が
「
正
当
な
手
続
き
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
、
適
切
な
批
判
を

表
明
し
て
い
た
（
文
化
財
問
題
研
究
会1973

）。「
学
術
会
議
の
言
う
『
正
当
な
手
続
き
』
が
、
帝
国
主
義
軍
隊
に
守
ら
れ
て
の
東
亜
考
古

学
会
の
中
国
大
陸
の
調
査
、
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
朝
鮮
半
島
の
調
査
等
々
、
数
々
の
わ
が
学
史
上
の
ぬ
ぐ
え
ぬ
『
汚
点
』
を
指
す
と
は
よ

も
や
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
と
し
た
ら
、
侵
略
戦
争
の
最
中
、
ど
ん
な
『
正
当
な
手
続
き
』
が
存
在
し
え
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
手
続
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き
な
ん
ぞ
存
在
す
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
［
文
献
］

五
十
嵐 
彰2018
「『
生
け
る
歴
史
』
と
は
何
か  

─ 

渤
海
国
半
拉
城
址
発
掘
を
中
心
に 

─ 

」『
韓
国
・
朝
鮮
文
化
財
返
還
問
題
連
絡
会
議
年
報
』

第
七
号
、
八
─
一
〇
頁
、
韓
国
・
朝
鮮
文
化
財
返
還
問
題
連
絡
会
議

五
十
嵐 

彰2019
『
文
化
財
返
還
問
題
を
考
え
る  

─ 

負
の
遺
産
を
清
算
す
る
た
め
に 

─ 

』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
１
０
１
１
、
岩
波
書
店

五
十
嵐 

彰2021

「「
返
す
」
と
い
う
こ
と
」『
韓
国
・
朝
鮮
文
化
財
返
還
問
題
連
絡
会
議
年
報
』
第
一
〇
号
、
二
─
四
頁
、
韓
国
・
朝
鮮
文
化

財
返
還
問
題
連
絡
会
議

五
十
嵐 

彰2022a

「
植
民
地
・
占
領
地
か
ら
収
奪
し
た
文
化
財
の
返
還
を
！ 

─ 

由
来
・
戦
利
品
・
想
像
力
・
国
宝 

─ 

」『
国
際
主
義
』
第
五
号
、

三
八
─
四
九
頁
、
活
動
家
集
団 

思
想
運
動

五
十
嵐 

彰2022b

「
文
化
財
を
返
す
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」『
中
国
文
化
財
の
返
還  

─ 

私
た
ち
の
責
務 

─ 

』
五
─
一
三
頁
、
中
国

                       

文
化
財
返
還
運
動
を
進
め
る
会

五
十
嵐 

彰2022c

「
文
化
財
返
還
問
題
に
つ
い
て
」『
朝
鮮
大
学
校
学
報
』
第
三
二
号
、
一
二
一
─
一
三
〇
頁
、
朝
鮮
大
学
校
朝
鮮
問
題
研
究

セ
ン
タ
ー

大
貫 

静
夫1997

「
原
田
淑
人
と
東
洋
考
古
学
」『
精
神
の
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅵ
、
学
問
の
過
去
・
現
在

未
来
［
第
二
部
］、
東
京
大
学
、
七
三
─
八
三
頁
、（https://um

db.um
.u-tokyo.ac.jp/D

PastExh/Publish_db/1997Expedition/
02/020300.htm

l　

二
〇
二
四
年
八
月
一
五
日
確
認
）

大
貫 

静
夫2002

「
ス
グ 

ユ
ク 

ア
ト
フ
ミ  

─ 

北
海
道
常
呂
町
と
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室 

─ 

」『
北
の
異
界  

─ 

古
代
オ
ホ
ー
ツ

ク
と
氷
民
文
化 

─ 

』
西
秋 

良
宏
・
宇
田
川 

洋
編
、
東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅹ
Ⅲ
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、

一
三
四
─
一
四
二
頁
（https://um

db.um
.u-tokyo.ac.jp/D

K
ankoub/Publish_db/2002O

khotsk/04/4100.htm
l　

二
〇
二
四
年

八
月
一
五
日
確
認
）

小
野
（
森
田
） 

智
子2012

「
渤
海
半
拉
城
出
土
『
二
仏
並
座
像
』
の
基
礎
的
整
理
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

別
冊
』
第

一
九
号
─
二
、三
〇
一
─
三
一
〇
頁

小
野
（
森
田
） 

智
子2014

「
台
湾
国
立
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
渤
海
二
仏
並
座
像
に
つ
い
て
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

別
冊
』
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第
二
二
号
─
一
、九
五
─
一
〇
五
頁
（
小
野
（
森
田
） 

智
子2015

『
斎
藤
優
遺
稿
集  

─ 

渤
海
半
拉
城
址
発
掘
史

に
み
る
近
代
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
と
文
化 

─ 

』
七
七
─
八
八
頁
）

小
野
（
森
田
） 

智
子2015

『
斎
藤
優
遺
稿
集  

─ 

渤
海
半
拉
城
址
発
掘
史
に
み
る
近
代
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
と
文
化 

─ 

』

キ
ㇺ 
チ
ョ
ン
ミ
（
金 

靜
美
）1992

『
中
国
東
北
部
に
お
け
る
抗
日
朝
鮮
・
中
国
民
衆
史
序
説
』
現
代
企
画
室

キ
ㇺ 

チ
ョ
ン
ミ
（
金 

靜
美
）1996

『
故
郷
の
世
界
史  

─ 

解
放
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ 

─ 

』
現
代
企
画
室

駒
井 

和
愛1950
『
遼
陽
発
見
の
漢
代
墳
墓
』
考
古
学
研
究 

第
一
冊
、
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

駒
井 

和
愛1951
『
曲
阜
魯
城
の
遺
蹟
』
考
古
学
研
究 

第
二
冊
、
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

駒
井 

和
愛
（
藤
井 
稔 
編
）1977

「
駒
井
和
愛
博
士
年
譜
」『
琅
玗 

─ 

駒
井
和
愛
博
士
記
念
随
筆
集 

─ 

』
駒
井
和
愛
博
士
記
念
会
、
一
─

一
七
頁

坂
詰 

秀
一1997

『
太
平
洋
戦
争
と
考
古
学
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
11
、
吉
川
弘
文
館

酒
寄 

雅
志 

編2007

『
東
亜
考
古
学
会
と
近
代
日
本
の
東
ア
ジ
ア
史
研
究
』
二
〇
〇
四
年
度
～
二
〇
〇
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤

研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書

沢
井 

実2021

「
吉
敦
鉄
道
の
建
設
過
程
」『
南
山
大
学
紀
要
「
ア
カ
デ
ミ
ア
」
社
会
科
学
編
』
第
二
一
号
、
八
七
─
一
〇
八
頁

関
野 

雄1981

「
東
大
文
学
部
列
品
室
の
東
亜
考
古
学
関
係
資
料
」『
彌
生
』
第
一
一
号
、
三
─
七
頁
、
東
京
大
学
考
古
学
研
究
室
談
話
会

朝
鮮
部 

第
一
課1930

「
吉
敦
鉄
道
沿
線
暴
動
事
件
概
要
」『
間
島
ニ
於
ケ
ル
共
匪
暴
動
事
件
及
事
後
ノ
情
勢
並
対
策
関
係
雑
纂
』（
ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
：B02032024500

）

東
亜
考
古
学
会1939

『
東
京
城  

─ 

渤
海
國
上
京
龍
泉
府
址
の
發
掘
調
査 

─ 

』
東
方
考
古
学
叢
刊 

甲
種 

第
五
冊

東
京
大
学1997

「
亜
細
亜
の
頃
」『
精
神
の
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅵ
、
学
問
の
過
去
・
現
在
・
未
来
［
第
二
部
］、

五
五
頁 https://um

db.um
.u-tokyo.ac.jp/D

PastExh/Publish_db/1997Expedition/02/020100.htm
l　

二
〇
二
四
年
八
月
一
五
日

確
認
）

鞆
谷 

純
一2010

「『
中
華
民
国
よ
り
の
掠
奪
文
化
財
総
目
録
』
に
対
す
る
日
本
政
府
の
主
張
」『
図
書
館
界
』
第
六
二
巻 

第
四
号
、
二
七
八

─
一
二
九
三
頁

中
村 

亜
希
子2016

「
Ｆ
５ 

北
東
ア
ジ
ア
、
渤
海
の
調
査
」『
Ｕ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ 
─ 

太
陽
系
か
ら
人
類
へ 

─ 

』
東
京
大
学
総
合
研
究

博
物
館
常
設
展
示
図
録
（
改
題
版
）、
二
三
五
─
二
三
八
頁
（
Ｕ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ 

展
示
解
説 

モ
ノ
の
文
化
史 

─ 
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考
古
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

─ 　

https://w
w

w.um
.u-tokyo.ac.jp/U

M
U

Topenlab/library/f_5.htm
l　

二
〇
二
四
年
八
月
一
五

日
確
認
）

日
本
学
術
会
議1973

「
戦
時
中
に
中
国
等
か
ら
持
帰
っ
た
研
究
資
料
の
返
還
に
つ
い
て
」
第
六
三
回
総
会
（https://w

w
w.scj.go.jp/ja/info/

kohyo/division-10.htm
l　

二
〇
二
四
年
八
月
一
五
日
確
認
）

原
田 

淑
人1933
『
や
ま
と
新
聞
』（「
３
．
吉
林
省
渤
海
国
東
京
城
趾
調
査
事
業
助
成
ニ
関
ス
ル
件（
東
亜
考
古
学
会
）」酒
寄
雅
志
編2007

『
東

亜
考
古
学
会
と
近
代
日
本
の
東
ア
ジ
ア
史
研
究
』
四
八
頁
）

文
化
財
問
題
研
究
会
（〈
地
点
〉
編
集
委
員
会
）1973

「
全
て
の
侵
略
略
奪
発
掘
に
よ
る
出
土
品
を
即
時
各
国
人
民
に
返
還
せ
よ
！  

─ 

日
本

学
術
会
議
の
責
任
回
避
を
糾
弾
す
る 

─ 

」『
地
点
』
臨
時
号

水
野 

清
一
・
駒
井 

和
愛
・
三
上 
次
男1938

『
北
満
風
土
雑
記
』
座
右
寶
刊
行
會

南
満
洲
鐡
道
株
式
會
社 

鐡
道
建
設
局1934

『
圖
寧
線
建
設
概
要 

─ 

満
洲
國
國
有
鐡
道
第
２
次
線 

─ 

』

南
満
洲
鐡
道
株
式
會
社 

鐡
路
総
局1935
『
図
寧
・
寧
佳
・
林
密
線
及
背
後
地
概
況
』

森
本 

和
男2010

『
文
化
財
の
社
会
史 

─ 
近
現
代
史
と
伝
統
文
化
の
変
遷 

─ 

』
彩
流
社

文
部
大
臣
官
房
文
書
課1949

『
終
戦
教
育
事
務
処
理
提
要
』
第
三
集（

い
が
ら
し
・
あ
き
ら
／
慶
應
義
塾
大
学
非
常
勤
講
師
、
本
会
共
同
代
表
）
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【
資
料
１
】
国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
・
同
総
合
研
究
博
物
館
・
同
東
洋
文
化
研
究
所
に

　
　
　
　 

対
す
る
申
し
入
れ
書

　

国
立
大
学
法
人
東
京
大
学 

総
長　

藤
井 

輝
夫 

様

　

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

館
長　

西
秋 

良
宏 

様

　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所 
所
長　

 

中
島 

隆
博 

様

　中
国
由
来
の
文
化
財
の
返
還
に
関
す
る
要
望
書

　

私
た
ち
「
中
国
文
化
財
返
還
運
動
を
進
め
る
会
」
は
、
不
当
に
持
ち
去
ら
れ
た
中
国
由
来
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
元
の
場
所
に
返

還
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
運
動
を
進
め
て
い
る
団
体
で
す
が
、
現
在
東
京
大
学
が
保
管
し
て
い
る
中
国
由
来
の
文
化
財
の
返
還
に
関

し
て
、
貴
大
学
・
貴
機
関
に
対
し
て
、
以
下
の
通
り
要
望
し
ま
す
。

　

１　

現
在
、
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
東
大
総
合
研
究
博
物
館
は
、
旧
「
満
洲
国
」
で
発
掘
さ
れ
た
渤
海
（
６
９
８
─

９
２
６
）
の
文
物
の
一
部
を
公
開
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
文
物
は
、
総
合
研
究
博
物
館
の
他
に
も
、
東
大
の
考
古
学
研

究
室
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
同
館
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
１
９
３
３
年
・
34
年
に
か
け

て
、
原
田
淑
人
や
駒
井
和
愛
（
両
名
と
も
後
に
東
大
教
授
）
ら
「
東
亜
考
古
学
会
」
メ
ン
バ
ー
な
ら
び
に
、
軍
人
で
あ
っ
た
斎
藤
甚
兵

衛
（
優
）
が
、
渤
海
の
都
で
あ
っ
た
「
上
京
龍
泉
府
」
や
半
拉
城
（「
東
京
龍
原
府
」）
か
ら
発
掘
し
た
も
の
で
す
が
、
前
者
の
発
掘
は
、
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「
外
務
陸
軍
両
当
局
の
熱
誠
な
る
支
援
」
を
受
け
て
行
わ
れ
、
後
者
も
「
満
州
国
」
の
「
建
国
十
周
年
記
念
事
業
」
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
が
歴
史
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
大
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
日
本
の
中
国
侵
略
・
植
民
地
支
配

の
産
物
で
あ
り
、
ま
さ
に
不
当
な
発
掘
行
為
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
中
国
の
研
究
者
も
、
日
本
の
植
民
地
支
配
の
も

と
で
奪
い
去
ら
れ
た
そ
れ
ら
が
、
今
も
な
お
、
そ
の
ま
ま
東
大
に
置
か
れ
続
け
て
い
る
こ
と
に
、
強
い
批
判
の
目
を
向
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
中
国
東
北
地
方
か
ら
朝
鮮
半
島
に
か
け
て
存
在
し
て
い
た
渤
海
に
つ
い
て
の
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
日
本

の
侵
略
・
植
民
地
支
配
を
証
し
だ
て
る
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
東
大
総
合
研
究
博
物
館
の
展
示
に
お
い
て
は
、「（
渤
海
の
）

歴
史
に
は
不
明
な
点
が
多
く
、
20
世
紀
初
頭
以
来
、
原
田
淑
人
は
じ
め
本
学
の
研
究
者
ら
が
考
古
学
的
調
査
を
実
施
し
て
き
た
」
と

解
説
板
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。
そ
の
「
考
古
学
的
調
査
」
が
、
日
本
の
軍
隊
に
守
ら
れ
な
が
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
調

査
自
体
が
侵
略
者
に
よ
る
文
化
収
奪
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
事
実
に
は
一
切
触
れ
る
こ
と
な
く
、
総
合
研
究
博
物
館
に
堂
々
と
展
示

し
て
い
る
、
そ
の
こ
と
が
何
ら
問
題
で
あ
る
と
は
、
考
え
て
お
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
態
度
に
、
か
つ
て
の
研
究
者
の
植

民
地
主
義
的
な
「
学
術
」
の
あ
り
よ
う
が
、
現
在
の
東
京
大
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

現
地
の
合
意
を
得
ず
、
あ
る
い
は
非
対
称
的
な
権
力
関
係
の
も
と
で
不
当
に
国
外
に
持
ち
去
ら
れ
た
文
化
財
に
つ
い
て
、
脱
植
民

地
主
義
の
視
点
か
ら
、
そ
れ
を
「
本
来
あ
っ
た
場
所
に
戻
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
財
本
来
の
価
値
を
取
り
戻
す
こ
と
は
、
今
世

界
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
貴
大
学
な
ら
び
に
貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
十
分
に
ご
承
知
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
現
在
東
大
が
所
蔵
し
て
い
る
、
渤
海
の
文
物
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
由
来
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
東
大
は
早
急

に
関
係
諸
機
関
と
交
渉
を
行
な
い
、
現
地
へ
の
返
還
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
に
着
手
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

２　

同
じ
く
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
東
洋
文
化
研
究
所
の
建
物
の
門
前
に
は
、
北
京
か
ら
持
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
一
対
の
石

獅
子
が
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
置
か
れ
て
い
ま
す
。
東
洋
文
化
研
究
所
の
前
身
で
あ
る
東
方
文
化
学
院
が
、「
北
清
事
変
」
の
賠
償
金
に

よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
な
経
緯
も
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
の
石
獅
子
の
由
来
に
つ
い
て
も
、
不
当
な
手
段
で
収
奪
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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こ
れ
に
つ
い
て
、
当
会
の
動
き
に
関
心
を
寄
せ
る
研
究
者
が
、
５
月
23
日
に
中
島
隆
博
・
東
洋
文
化
研
究
所
所
長
と
私
的
に
面
談

し
た
際
、
当
該
獅
子
像
は
「
正
当
な
手
続
き
」
で
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
も
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
て

い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
資
料
を
開
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
的
事
実
の
究
明
の
た
め
に
、
明

ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
資
料
を
独
占
し
、
根
拠
を
示
さ
ず
に
結
論
だ
け
を
述
べ
よ
う
と
す
る
閉
鎖
的
な
態
度
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
東
洋

文
化
研
究
所
は
関
連
す
る
資
料
を
直
ち
に
公
開
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
事
実
に
基
づ
い
て
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
返
還
す
べ
き
も

の
は
返
還
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

３　

７
月
27
日
に
東
京
大
学
は
、
２
０
２
７
年
の
開
学
１
５
０
周
年
記
念
事
業
に
向
け
た
１
回
目
の
「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン

ト
」
を
行
う
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
１
５
０
周
年
を
回
顧
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、「
帝
国
大
学
」
と
し
て
、
植
民
地
主
義
的
学
知

を
担
い
続
け
て
き
た
歴
史
を
自
己
批
判
的
に
問
い
直
す
視
点
は
、
学
術
倫
理
・
学
問
的
誠
実
さ
に
鑑
み
て
も
、
不
可
欠
の
も
の
で
あ

る
は
ず
で
す
。
渤
海
の
文
化
財
を
は
じ
め
、
東
大
が
不
当
な
手
段
で
入
手
し
、
今
な
お
所
蔵
し
続
け
て
い
る
全
て
の
「
学
術
史
資
料
」

の
存
在
と
、
そ
れ
が
も
た
ら
さ
れ
た
由
来
と
を
明
ら
か
に
し
、
本
来
の
所
有
者
に
そ
れ
を
返
還
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
大
は
そ
の

姿
勢
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

４　

以
上
の
点
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
、
ぜ
ひ
貴
大
学
・
貴
機
関
の
見
解
を
、
直
接
お
尋
ね
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
貴
大
学
・

貴
機
関
と
正
式
に
面
談
の
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
代
表
と
貴
大
学
・
貴
機
関
の
ご
意

向
を
伺
い
た
く
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

２
０
２
４
年
７
月
25
日

中
国
文
化
財
返
還
運
動
を
進
め
る
会　
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【
資
料
２
】
宮
内
庁
に
対
す
る
申
し
入
れ
書

　

宮
内
庁
長
官 

西
村
泰
彦 
様

　皇
居
内
に
あ
る
「
略
奪
の
疑
い
が
あ
る
文
化
財
」（
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］
等
）
の
来
歴
調
査
と

　調
査
結
果
の
公
表
を
求
め
る
申
入
れ

　

私
た
ち
は
、
皇
居
の
中
に
は
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
を
は
じ
め
大
日
本
帝
国
時
代
に
「
日
本
が
軍
隊
の
力
を
背
景
に
中
国
等
の

他
国
か
ら
略
奪
し
た
疑
い

0

0

0

0

0

0

が
あ
る
文
化
財
」
が
複
数
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
日
本
政
府
が
そ
れ
ら
文
化
財
の
「
略
奪
し
た
疑
い

0

0

0

0

0

0

」
を
１
９
４
５
年
８
月
の
日
本
敗
戦
期
に
隠
し
通
し
た
た
め
、
結
果
と

し
て
皇
居
内
の
複
数
の
略
奪
文
化
財
は
日
本
敗
戦
期
に
「
元
あ
っ
た
場
所
」
に
返
還
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
戦
後
80
年
近

く
も
の
間
皇
居
に
は
複
数
の
略
奪
の
疑
い
が
あ
る
文
化
財
が
現
在
ま
で
存
在
し
続
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
重
大
か
つ
異
常
な
事
態

で
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
の
各
国
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
は
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
・

ア
メ
リ
カ
も
徐
々
に
、〈
植
民
地
支
配
や
戦
争
犯
罪
を
反
省
し
〉、
過
去
に
略
奪
し
た
文
化
財
を
「
元
あ
っ
た
場
所
」
に
返
還
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
文
化
財
返
還
に
関
す
る
世
界
的
潮
流
で
す
。　

　

日
本
政
府
は
、
現
在
の
世
界
的
な
文
化
財
返
還
の
潮
流
に
従
っ
て
国
の
施
策
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
皇
居
内
の
略
奪
文
化
財
は
速



50

や
か
に
「
元
あ
っ
た
場
所
」
に
返
還
す
べ
き
で
す
。
従
っ
て
貴
庁
は
、
皇
居
内
の
国
有
財
産
を
管
理
す
る
業
務
の
一
環
と
し
て
、
皇

居
内
に
あ
る
「
来
歴
に
略
奪
の
疑
い
が
あ
る
文
化
財
」
に
つ
い
て
、
そ
の
入
手
経
緯
等
の
来
歴
を
徹
底
調
査
し
、
そ
の
文
化
財
の
来

歴
を
明
ら
か
に
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
皇
居
内
に
あ
る
「
略
奪
の
疑
い
が
あ
る
文
化
財
」
に
つ
い
て
本
会
の
認
識
を
述
べ
ま
す
の
で
、
貴
庁
が
来
歴
調
査
を

行
う
際
に
参
考
資
料
と
し
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
希
望
致
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
「
鴻
臚
井
碑
」
の
来
歴
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
（
詳
細
は
別
紙
「
参
考
資
料
」
参
照
）。

　
「
鴻
臚
井
碑［
唐
碑
亭
］」は
今
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
に
唐
の
外
交
官
・
崔
忻
が
新
興
の
渤
海
国
を
訪
問
し〈
唐
と
渤
海
の
冊
封
関
係
〉

を
締
結
し
、
そ
の
帰
途
の
７
１
４
年
に
現
遼
寧
省
大
連
市
の
旅
順
口
に
自
ら
設
置
し
た
石
碑
で
す
。
そ
の
石
碑
に
は
崔
忻
が
唐
の
外

交
官
と
し
て
渤
海
に
赴
い
た
経
緯
等
を
記
し
た
漢
字
29
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
鴻
臚
井
碑
」
は
業
績
録
の
一
種

で
あ
り
東
ア
ジ
ア
の
古
代
史
研
究
に
寄
与
す
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。      

　

と
こ
ろ
が
日
本
政
府
は
、
日
露
戦
争
の
日
本
海
海
戦
直
後
の
１
９
０
５
年
７
月
（
つ
ま
り
同
年
９
月
の
講
和
条
約
締
結
前
）
に
東

洋
史
家
の
内
藤
寅
次
郎
に
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
の
史
料
価
値
の
調
査
を
委
嘱
し
て
旅
順
口
で
実
見
さ
せ
ま
し
た
。
内
藤
は
こ

の
石
碑
は
渤
海
研
究
等
で
高
い
史
料
的
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
旨
を
認
定
し
、
日
本
政
府
は
内
藤
の
判
断
を
踏
ま
え
て
、「
鴻
臚

井
碑
［
唐
碑
亭
］」
を
略
奪
し
て
日
本
に
持
ち
去
る
意
図
を
持
っ
て
こ
の
石
碑
を
「
日
露
戦
争
の
戦
利
品
」
と
こ
じ
つ
け
て

0

0

0

0

0

、
現
に

１
９
０
８
年
迄
に
中
国
か
ら
奪
い
取
り
日
本
に
搬
出
し
ま
し
た
。

　

１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に
日
露
戦
争
の
戦
利
品
等
を
収
納
す
る
建
安
府
が
皇
居
・
吹
上
御
苑
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時

期
に
日
露
戦
争
の
戦
利
品
と
さ
れ
た
「
鴻
臚
井
碑
」
は
建
安
府
の
前
庭
に
置
か
れ
、
そ
れ
以
降
日
本
敗
戦
迄
の
約
40
年
間
皇
居
に
置

か
れ
、
更
に
戦
後
も
〈
中
国
へ
返
還
し
な
い
ま
ま

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〉
現
在
ま
で
80
年
間
近
く
皇
居
の
中
で
置
か
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
日
本
政
府
は
、
約
１
２
０
０
年
間
旅
順
に
あ
っ
た
鴻
臚
井
碑
を
１
９
０
８
年
頃
日
露
戦
争
の
戦
利
品
と
し
て
略
奪
し
、

現
在
ま
で
約
１
２
０
年
間
皇
居
・
吹
上
御
苑
に
置
い
て
保
有
し
続
け
て
い
ま
す
。
以
上
が
中
国
か
ら
日
本
に
搬
出
さ
れ
た
経
緯
で
あ

り
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
の
来
歴
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
19
世
紀
以
来
の
各
種
の
国
際
法
は
文
化
財
を
戦
利
品
と
し
て
略
奪
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
日
本
政
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府
が
中
国
の
国
宝
級
の
価
値
を
持
つ
文
化
財
の
鴻
臚
井
碑
を
国
有
財
産
と
し
て
保
有
し
続
け
る
こ
と
は
国
際
法
上
も
違
法
で
あ
り
許

さ
れ
ず
、
ま
た
現
在
の
世
界
的
な
文
化
財
の
現
地
返
還
の
動
向
に
鑑
み
て
も
、
速
や
か
に
原
状
回
復
と
し
て
「
元
あ
っ
た
場
所
」
の

中
国
旅
順
口
に
返
還
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

　

私
た
ち
は
、
皇
居
内
に
あ
る
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
文
化
財
は
日
本
が
軍
隊
の
力
を
背
景
に
略
奪
し

て
日
本
に
搬
入
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る
の
で
、
貴
庁
に
対
し
、
こ
れ
ら
略
奪
の
疑
い
が
あ
る
文
化
財
の
来
歴
を
調
査
し
て
認
定
し
た
来

歴
を
公
表
す
る
よ
う
に
求
め
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
貴
庁
に
対
し
、
略
奪
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
化
財
の
「
元
あ
っ
た
場
所
」
へ
の

返
還
を
実
現
す
る
た
め
に
速
や
か
に
政
府
の
関
係
諸
機
関
と
の
調
整
を
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
い
た
し
ま
す
。

＊

　

最
後
に
、
本
件
は
日
中
間
の
友
好
と
信
義
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
か
ら
、
そ
の
観
点
か
ら
若
干
付
け
加
え
ま
す
。
実
は
現
在
多
く

の
中
国
市
民
が
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
を
「
元
あ
っ
た
場
所
」
の
旅
順
に
返
還
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
本
会
は
、
貴
庁
が

こ
の
よ
う
な
中
国
市
民
の
純
粋
な
心
情
を
正
面
か
ら
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、“
仮
に
日
本
が
文
化
財
略
奪
を
受
け
た
立
場
だ
っ
た
と
い
う
場
合
に
日
本
の
市
民
が
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か
”
を
想
像
し
て

み
て
下
さ
い
。
実
は
日
本
の
文
化
財
の
中
に
は
鴻
臚
井
碑
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
西
暦
７
０
０
年
頃
に
設
け
ら
れ
、
同
じ
く
文
字
を
刻
ん

だ
石
碑
で
国
宝
指
定
を
受
け
た
文
化
財
が
あ
り
ま
す（
栃
木
県
大
田
原
市
の
笠
石
神
社
に
あ
る「
那
須
国
造
碑
」）。
仮
の
想
定
で
す
が
、

国
宝
「
那
須
国
造
碑
」
の
よ
う
な
貴
重
な
古
代
の
石
碑
が
他
国
か
ら
「
戦
利
品
」
と
し
て
略
奪
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
当
然
日
本
の
市

民
は
略
奪
し
た
国
に
対
し
返
還
を
求
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
も
し
も
「
那
須
国
造
碑
」
を
略
奪
し
た
他
国
が
「
来

歴
を
裏
付
け
る
記
録
が
な
い
」
と
う
そ
ぶ
い
た
ら
、
当
然
日
本
の
市
民
は
略
奪
し
た
他
国
に
強
い
怒
り
の
感
情
を
抱
く
で
し
ょ
う
。

　

鴻
臚
井
碑
は
国
宝
級
の
中
国
文
化
財
で
す
。
貴
庁
は
、
中
国
市
民
が
鴻
臚
井
碑
を
「
戦
利
品
」
と
称
し
て
奪
っ
た
日
本
に
対
し
て

強
い
憤
り
の
感
情
を
抱
い
て
い
る
事
態
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
鴻
臚
井
碑
の
来
歴
の
調
査
に
全
力
を
あ
げ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、現
在
貴
庁
は
鴻
臚
井
碑
を
非
公
開
と
し
、そ
の
理
由
と
し
て「
静
謐
な
環
境
を
保
つ
た
め
」と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
、
皇
居
内
に
「
日
本
が
軍
隊
の
力
を
背
景
に
中
国
等
の
他
国
か
ら
略
奪
し
た
疑
い
が
あ
る
複
数
の
文
化
財
」
が
置
か
れ
て
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い
る
こ
と
が
む
し
ろ
「
静
謐
な
環
境
」
の
保
持
を
不
可
能
な
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
に
貴
庁
は
目
を
向
け
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

も
と
も
と
戦
前
・
戦
中
に
は
、
振
天
府
・
建
安
府
な
ど
の
御
府
は
高
等
師
範
学
校
職
員
・
生
徒
や
靖
国
遺
族
な
ど
に
参
観
の
機
会

が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
戦
後
に
も
一
部
研
究
者
が
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
を
実
見
し
た
事
実
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
る
な
ら
ば
、ま
ず
は
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
の
返
還
問
題
に
関
心
を
持
つ
国
会
議
員
や
本
会
の
有
志
に
、ま
た
「
鴻
臚
井
碑
［
唐

碑
亭
］」
の
返
還
を
望
ん
で
い
る
中
国
の
研
究
者
や
市
民
た
ち
に
公
開
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
重
ね
て
強
く
要
望
し
ま
す
。

＊

　

本
会
か
ら
の
次
頁
の
「
質
問
」
に
対
し
て
誠
実
に
回
答
さ
れ
る
よ
う
に
求
め
ま
す
。
な
お
私
た
ち
の
見
解
を
別
紙
「
参
考
資
料
」

の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
次
頁
の
「
質
問
」
の
趣
旨
を
よ
り
良
く
御
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
参
考
資
料
と
し
て
検
討
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　宮
内
庁
へ
の
「
略
奪
の
疑
い
が
あ
る
文
化
財
」
の
来
歴
等
に
関
す
る
質
問

第
１　

鴻
臚
井
碑
（
唐
碑
亭
）
に
つ
い
て

１  

宮
内
庁
は
、
２
０
２
２
年
８
月
29
日
の
吉
田
忠
智
議
員
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
際
、「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
の
来
歴
を
示
す

資
料
は
な
い
旨
返
答
さ
れ
ま
し
た
。
他
方
、私
た
ち
は
宮
内
公
文
書
館
や
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に「
鴻
臚
井
碑［
唐
碑
亭
］」

の
来
歴
を
示
す
資
料
は
あ
る
旨
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
　

貴
庁
が
現
在
ま
で
に
行
っ
た
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
の
来
歴
に
関
す
る
調
査
結
果
、
及
び
そ
の
来
歴
認
定
の
根
拠
と
な
る

諸
資
料
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

２　

上
記
宮
内
庁
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
吉
田
議
員
が
求
め
た
次
の
点
へ
の
回
答
を
求
め
ま
す
。

 　
　

①
２
０
０
５
年
に
来
日
し
た
中
国
研
究
者
に
鴻
臚
井
碑
の
写
真
を
渡
し
た
経
過
の
説
明
。

 　
　

②
１
９
６
７
年
頃
に
日
本
人
（
渡
辺
諒
氏
）
に
鴻
臚
井
碑
を
見
せ
た
経
緯
の
説
明
。

 　
　

③
吹
上
御
苑
に
立
ち
入
っ
て
鴻
臚
井
碑
を
見
る
た
め
の
立
ち
入
り
・
視
察
の
許
可
。
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【資料 2】宮内庁に対する申し入れ書

第
２　

有
光
亭
の
両
側
に
あ
る
石
獅
子
に
つ
い
て

１  
「
有
光
亭
の
両
脇
の
一
対
の
石
獅
子
」
の
来
歴
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

２　
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
と
「
有
光
亭
の
両
脇
の
一
対
の
石
獅
子
」
の
他
に
、「
御
府
に
付
随
し
た
戦
利
品
・
参
考
品
と
し
て

皇
居
内
に
残
っ
て
い
る
文
化
財
」
が
あ
れ
ば
そ
の
残
っ
て
い
る
文
化
財
を
教
え
て
下
さ
い
。

３　

又
そ
の
残
っ
て
い
る
文
化
財
の
来
歴
を
教
え
て
下
さ
い
。

第
３　

絵
画
「
振
天
府
」
に
描
か
れ
た
石
獅
子
に
つ
い
て

　

１　
「
振
天
府
付
近
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
石
獅
子
」
は
現
存
し
て
い
ま
す
か
。

　

２　

又
そ
の
石
獅
子
の
来
歴
を
教
え
て
下
さ
い
。

第
４　

御
府
保
管
の
兵
器
類
等
が
処
分
さ
れ
た
理
由
等
に
つ
い
て

　

１　

御
府
保
管
の
兵
器
類
等
の
「
戦
利
品
」
が
処
分
さ
れ
た
理
由
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

２　
「
唐
碑
亭
［
鴻
臚
井
碑
］」
が
処
分
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
教
え
て
下
さ
い
。

第
５　

貴
庁
と
靖
国
神
社
の
関
係
（
協
議
）
に
つ
い
て

　

１　

貴
庁
は
、
靖
国
神
社
の
運
営
問
題
に
つ
い
て
日
常
的
に
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

２  

貴
庁
は
、
靖
国
神
社
保
有
の
石
獅
子
の
返
還
問
題
に
協
議
等
で
関
与
さ
れ
ま
す
か
。

【
お
願
い
】

　

＊
貴
庁
の
回
答
は
、
判
断
の
根
拠
を
示
し
て
で
き
る
だ
け
詳
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

＊
又
そ
の
根
拠
に
裏
付
け
資
料
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
資
料
の
添
付
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

２
０
２
４
年
６
月
23
日

中
国
文
化
財
返
還
運
動
を
進
め
る
会　
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　別
紙
「
参
考
資
料
」

第
１　

鴻
臚
井
碑
（
唐
碑
亭
）
に
つ
い
て

　

・
従
前
の
経
過
：
２
０
２
２
年
８
月
29
日
の
吉
田
議
員
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
論
点
と
貴
庁
の
説
明

　

２
０
２
２
年
８
月
29
日
、
参
議
院
議
員
会
館
で
、
吉
田
忠
智
参
議
院
議
員
に
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
］」
に
関
し
て
、
貴
庁
職
員
（
出

席
者
は
瀧
川
聡
史
・
宮
内
庁
長
官
官
房
参
事
官
、
武
田
誠
司
・
同
管
理
部
管
理
課
長
、
金
子
雄
樹
彦
・
同
長
官
官
房
秘
書
課
調
査
企

画
室
長
、
水
城
・
管
理
課
補
佐
、
堀
・
管
理
課
係
長
の
５
名
）
が
約
１
時
間
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
会
有
志
は
上
記

の
レ
ク
チ
ャ
ー
に
同
席
し
ま
し
た
。 

　

本
会
有
志
は
、
そ
の
同
席
の
際
、
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
質
問
（
要
望
、
疑
問
を
含
む
）
を
出
し
、
貴
庁
か
ら
ご
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
上
記
レ
ク
チ
ャ
ー
の
最
後
に
、
本
会
が
作
成
し
た
「
中
国
文
化
財
『
鴻
臚
井
の
碑
』
の
返
還
に
関
す
る
要
望
書
」

と
題
す
る
書
面
を
宮
内
庁
側
に
お
渡
し
受
け
取
っ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

以
下
は
、レ
ク
チ
ャ
ー
時
に
述
べ
ら
れ
た
貴
庁
の
基
本
見
解
及
び
本
会
が
提
出
し
た
質
問
（
◇
）
に
対
す
る
貴
庁
の
回
答
要
旨
（
◆
）

で
す
。

＊

　

宮
内
庁
：
［
基
本
見
解
］

　

鴻
臚
井
の
碑
（
唐
碑
亭
）
は
、
現
在
、
国
有
財
産
で
、
皇
居
内
に
所
在
し
て
い
る
。

　

宮
内
庁
は
、
鴻
臚
井
の
碑
を
国
有
財
産
法
に
従
っ
て
管
理
し
て
い
る
。

　

戦
前
の
皇
室
財
産
は
、
新
憲
法
下
の
国
有
財
産
法
で
は
、
純
然
た
る
皇
室
の
私
有
財
産
と
国
有
財
産
と
し
て
の
皇
室
用
財
産
に
分

け
ら
れ
た
が
、
鴻
臚
井
碑
は
国
有
財
産
に
あ
た
る
。 

　

宮
内
庁
は
、
我
が
国
の
国
有
財
産
を
外
国
と
の
関
係
で
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
意
見
を
申
し
上
げ
る
立
場
に
は
な
い
。
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【資料 2】宮内庁に対する申し入れ書

図１ 　建安府と唐碑亭
 （『皇居（賢所、御府、吹上）（写真帖）/ 大正・昭和』 宮内公文書館蔵 識別番号：
46844）

◇
鴻
臚
井
碑
は
も
と
も
と
中
国
の
文
化
財
だ
が
、
そ
れ
が
皇
居
に
あ
る
経
緯

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
？

　

日
露
戦
争
の
戦
利
品
と
し
て
日
本
軍
が
旅
順
か
ら
取
っ
て
き
た
と
い
う
認

識
は
あ
る
か
？

　

な
お
本
会
は
鴻
臚
井
碑
が
日
露
戦
争
の
戦
利
品
で
あ
る
こ
と
の
裏
付
け
資

料
は
宮
内
公
文
書
館
や
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
旨
説
明
し
た
。 

◆
宮
内
庁
：
宮
内
庁
は
鴻
臚
井
碑
を「
国
有
財
産
」と
し
て
管
理
し
て
い
る
が
、

鴻
臚
井
碑
の
来
歴
は
資
料
が
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
。

◇
鴻
臚
井
碑
は
、
図
１
の
通
り
吹
上
御
苑
に
あ
る
建
安
府
の
脇
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。
貴
庁
は
「
吹
上
御
苑
は
立
ち
入
り
禁
止
な
の
で
鴻
臚
井
碑
は
公

開
し
て
い
な
い
」
と
言
う
が
、
吹
上
御
苑
を
立
ち
入
り
禁
止
に
し
て
い
る

理
由
は
何
か
？ 

◆
宮
内
庁
：
宮
内
庁
長
官
が
吹
上
御
苑
エ
リ
ア
は
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
と

決
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
吹
上
御
苑
の
「
静
謐
な
環
境
」
を
保
つ
た
め

で
あ
る
。 

◇
吉
田
議
員
は
次
の
諸
点
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
回
答
は
次
の
機
会
に
持

ち
越
さ
れ
た
。

　

①
２
０
０
５
年
に
来
日
し
た
中
国
研
究
者
に
鴻
臚
井
碑
の
写
真
を
渡
し
た

経
過
の
説
明
を
求
め
る
。 

　

②
１
９
６
７
年
頃
に
日
本
人
（
渡
辺
諒
氏
）
に
鴻
臚
井
碑
を
見
せ
た
経
緯

の
説
明
を
求
め
る
。

　

③
吹
上
御
苑
に
立
ち
入
っ
て
鴻
臚
井
碑
を
見
た
い
た
め
立
入
り
・
視
察
の
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許
可
を
求
め
る
。 

＊

　

な
お
２
０
２
３
年
４
月
24
日
、
本
会
会
員
の
長
谷
川
順
一
氏
が
宮
内
庁
長
官
官
房
秘
書
課
情
報
公
開
担
当
宛
に
「
皇
居
吹
上
地
区

に
存
在
す
る
旧
御
府
の
建
物
及
石
碑
一
覧
」
を
開
示
請
求
し
、
同
年
５
月
25
日
、
次
の
一
覧
を
受
領
し
た 

（
次
頁
図
２
）。
図
２
の
10

項
目
中
の
８
番
目
に
〈
唐
碑
亭 

石
造 

平
屋
建 

建
築
：
Ｍ
（
明
治
）43/8/25

〉
と
あ
る
。「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
は
、
国
有
財
産

法
上
、
皇
居
内
に
あ
る
「
皇
室
用
財
産
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

　　

・
鴻
臚
井
碑
に
関
す
る
本
会
の
説
明
と
貴
庁
へ
の
質
問
【
質
問
は
傍
線
個
所
】

　

貴
庁
は
、
２
０
２
２
年
８
月
29
日
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
際
、
鴻
臚
井
碑
（
唐
碑
亭
）
の
来
歴
を
示
す
資
料
は
な
い
、
と
述
べ
ま
し
た
。

他
方
、
私
た
ち
は
「
宮
内
公
文
書
館
や
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
、
鴻
臚
井
碑
（
唐
碑
亭
）
の
来
歴
を
示
す
資
料
は
あ
る
」
旨

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
、
以
下
の
と
お
り
本
会
が
調
べ
た
次
の
資
料
２
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

１
点
目
は
『
禁
廷
三
寶
庫
誌
』（
三
寶
庫
と
は
振
天
府
、
建
安
府
、
懷
遠
府
の
こ
と
）
で
す
（
図
３
の
１
、２
）。

　

２
点
目
は
『
明
治
三
十
七
八
年
戦
役 

戦
利
品
寄
贈
書
類 

一
』
で
す
（
五
九
頁
図
４
）。

　
　

図
３
の
１
は
、『
禁
廷
三
寶
庫
誌
』
の
表
紙
と
建
安
府
に
つ
い
て
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

　

ほ
ぼ
中
央
に
、〈
本
府
ハ
…
…
日
露
ノ
役
ニ
於
ケ
ル
戦
利
品
及
参
考
品
ヲ
格
納
セ
リ
〉
と
あ
り
ま
す
。 

こ
の
続
き
は
図
３
の
２
の

Ａ
～
Ｆ
で
す
。
但
し
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
途
中
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

　

建
安
府
に
格
納
し
た
主
な
物
は
、
①
陸
軍
戦
利
品 

②
海
軍
（
戦
利
品
） 

③
参
考
品 

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
考
品
は
Ｃ
か
ら
Ｄ

に
続
き
、
Ｄ
の
二
行
目
に
「
唐
碑
亭
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

た
だ
、戦
利
品
と
参
考
品
に
分
け
て
記
載
し
て
い
ま
す
が
、Ｅ
に
参
考
品
の
説
明
は
あ
る
も
の
の
、陸
軍
戦
利
品
に
〈
軍
刀
〉
が
あ
り
、

参
考
品
に
も
〈
軍
刀
〉
が
あ
り
、
他
の
武
器
も
戦
利
品
と
参
考
品
の
両
方
に
あ
り
、
何
を
基
準
に
戦
利
品
、
参
考
品
に
分
け
て
い
る

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。　
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【資料 2】宮内庁に対する申し入れ書

図 2 　皇居吹上地区に存在する旧御府の建物及石碑一覧

図３の１　 『禁廷三寶庫誌』 （宮内公文書館蔵 識別番号：34697）
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Ａ　
　

格
納
品
ノ
重
ナ
ル
モ
ノ

　
　

陸
軍
戦
利
品

　
　
　
　

小
銃　

弾
薬
盒　

軍
刀

Ｂ　

海
軍

　
　
　

四
十
七
密
砲　

十
二
斤
砲
用
照
尺

Ｃ　

参
考
品

　
　
　

甲
冑　

国
旗　

絨
衣　

三
十
年
式
歩
兵
銃

Ｄ　
　

韓
國
京
城
ノ
圖
御
額

　
　
　

唐
碑
亭　

支
那
鞍
肩
章　

軍
刀　

拳
銃

Ｅ　

参
考
品
ハ
何
レ
モ
我
将
卒
悪
戦
苦
闘
ノ
模
様

ヲ
語
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
勇
敢
君
國
ニ
報
ジ
タ
ル

無
二
ノ
紀
念
物
ノ
ミ
ナ
リ
勿
論
世
上
ニ
奉
納

ニ
洩
レ
タ
ル
幾
多
ノ
紀
念
物
タ
ル
ハ
言
ヲ
待

タ
ズ
其
重
ナ
ル
品
目
ハ
初
メ
ニ
記
シ
タ
ル
如

ク
今
一
二
ノ
説
明
ヲ
加
フ
レ
バ

Ｆ　

一　

唐
碑
亭　
　
　

一
個　
　
　

一
棟

右
ハ
碑
石
及
石
亭
ヨ
リ
成
り
旅
順
黄
金
山
ノ

北
龍
港
口
ノ
東
數
百
歩
ノ
處
ニ
在
リ
タ
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
碑
ハ
唐
ノ
玄
宗
皇
帝
開
元
二
年
靺

鞨
慰
問
使
鴻
臚
卿
崔
忻
此

図３の 2　 『禁廷三寶庫誌』 （同前）
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【資料 2】宮内庁に対する申し入れ書

　

そ
し
て
、
参
考
品
の
主
な
物

を
説
明
す
る
と
し
て
、「
唐
碑

亭
」
に
つ
い
て
は
Ｆ
で
説
明
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
元
の
所
在

地
に
は
触
れ
て
い
ま
す
が
、
な

ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
建
安
府

に
運
ば
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の

記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

唐
碑
亭
は
、
元
は
旅
順
黄
金

山
の
北
麓
港
口
に
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
皇
居
の
建
安
府
の

脇
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
歩
い
て
来
ら
れ
る
わ
け
は

な
く
、
石
碑
と
そ
れ
を
覆
う
亭

は
相
当
の
重
量
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
そ
れ
な
り
の
運
搬
係
を
組

織
し
て
旅
順
か
ら
運
び
出
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
推
定
を
裏
付
け
る
資
料

が
図
４
の
『
明
治
三
十
七
八
年

戦
役 

戦
利
品
寄
贈
書
類 

一
』

で
す
。
ア
の
〈
目
録
〉
の
上
に

図 4　 『明治三十七八年戦役 戦利品寄贈書類 一』（日露戦争）
（アジア歴史資料センター レファレンスコード： C09050842400）
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〈
宮
中
〉
と
あ
り
、〈
三
．
唐
碑
亭
〉
の
下
に
、
小
さ
な
字
で
〈
四
十
一
年
四
月
三
十

日 

宮
中
へ
差
出
〉
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ウ
、
エ
に
〈
此
唐
碑
亭
ヲ
東
京

ニ
搬
移
シ
今
ヤ
宮
城
内
ニ
置
カ
ル
ル
ニ
至
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
〉
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
ま
す
が
、図
３
の
Ｆ
に
は
図
４
の
ウ
・
エ
に
あ
る
経
緯
は
省
か
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、『
禁
廷
三
寶
庫
誌
』（
図
３
）
と
『
明
治
三
十
七
八
年
戦
役　

戦
利
品
寄
贈
書

類 

一
』（
図
４
）
の
両
資
料
の
編
修
時
期
を
見
て
み
ま
す
。
前
者
は
図
５
に
「
採
集
年

月
日　

大
正
十
四
年
七
月
」
と
あ
り
ま
す
。
後
者
は
、
図
４
の
エ
に
「
明
治
四
十
一

年
四
月
」
と
あ
り
ま
す
。
両
資
料
の
編
修
時
期
を
比
べ
ま
す
と
、『
明
治
三
十
七
八
年

図 5 『禁廷三寶庫誌』 編修

戦
役 

戦
利
品
寄
贈
書
類 

一
』
が
先
に
編
修
さ
れ
、
そ
の
17
年
後
に
『
禁
廷
三
寶
庫
誌
』
が
編
修
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
『
禁
廷
三
寶
庫
誌
』
の
唐
碑
亭
の
説
明
は
、参
考
品
の
項
目
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、搬
出
の
経
緯
は
触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

そ
の
こ
と
を
除
け
ば
『
明
治
三
十
七
八
年
戦
役　

戦
利
品
寄
贈
書
類 

一
』
の
記
述
と
全
く
同
じ
記
述
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、『
禁
廷
三
寶
庫
誌
』
の
唐
碑
亭
の
説
明
は
、
先
に
作
成
さ
れ
た
『
明
治
三
十
七
八
年
戦
役 

戦
利
品
寄
贈
書
類 

一
』
を
典

拠
に
編
修
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
に
関
す
る
『
禁
廷
三
寶
庫
誌
』
の
大
元
の
資
料
は
、『
明
治
三
十
七
八
年
戦
役 

戦
利
品
寄
贈
書

類 

一
』
で
あ
り
、「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
を
「
日
露
戦
争
の
戦
利
品
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
の
来
歴
に
関
す
る
最
も
基
礎
的
な
資
料
は
、『
明
治
三
十
七
八
年
戦
役 

戦
利
品
寄

贈
書
類 

一
』（
図
４　

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
デ
ジ
タ
ル
資
料
と
し
て
保
管
す
る
防
衛
省
保
有
の
資
料
）
で
あ
る
と
判
断
で
き
ま
す
。

　

現
在
日
本
政
府
は
、「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
を
国
有
財
産
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
が
、そ
の
来
歴
か
ら
言
え
ば
、「
鴻
臚
井
碑
［
唐

碑
亭
］」
は
日
本
が
軍
隊
の
力
を
背
景
に
中
国
の
旅
順
口
か
ら
「
日
露
戦
争
の
戦
利
品
」
と
し
て
略
奪
し
て
き
た
中
国
の
文
化
財
で
す
。

し
か
し
当
時
か
ら
国
際
法
は
、他
国
の
文
化
財
を
戦
利
品
と
し
て
奪
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。従
っ
て
、日
本
政
府
が「
鴻
臚
井
碑［
唐

碑
亭
］」
の
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と
は
法
的
に
も
道
義
的
に
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
日
本
政
府
は
、「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
を
速
や

か
に
「
元
あ
っ
た
場
所
」
の
「
現
遼
寧
省
大
連
市
旅
順
口
」
に
返
還
す
べ
き
で
す
。
こ
れ
が
本
会
の
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
の
来
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【資料 2】宮内庁に対する申し入れ書

歴
問
題
に
関
す
る
見
解
で
す
。

　

本
会
は
貴
庁
に
対
し
て
、（
１
）「
唐
碑
亭
［
鴻
臚
井
碑
］」
の
来
歴
に
関
す
る
見
解
を

明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
求
め
ま
す
。
同
時
に
、
貴
庁
の
見
解
の
根
拠
と
な
る
資
料
を

お
示
し
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
２
）
ま
た
、
前
回
レ
ク
チ
ャ
ー
で
吉
田
議
員
が
説
明
を
求
め
た
前
記
①
～
③
の
３
点

へ
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

第
２　

有
光
亭
の
両
側
に
あ
る
石
獅
子
に
つ
い
て

　

・
従
前
の
経
過
：
２
０
２
２
年
９
月
本
会
の
東
海
林
氏
の
質
問
メ
ー
ル
と

　
　

貴
庁
の
回
答

　

２
０
２
２
年
９
月
２
日
、
本
会
共
同
代
表
の
東
海
林
氏
が
、「
有
光
亭
の
両
側
に
狛
犬

一
対
が
写
っ
て
い
る
古
い
写
真
（
図
６
）
が
あ
り
ま
す
が
、
現
存
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

図 6 　有光亭と一対の石獅子
 （『皇居（賢所、御府、吹上）（写真帖）/ 大正・
昭和』 宮内公文書館蔵 識別番号：46844）

８
月
29
日
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
時
に
確
認
す
る
の
を
忘
れ
た
の
で
、
ご
教
示
願
い
た
い
」
旨
の
メ
ー
ル
を
武
田
管
理
課
長
に
送
付
し
た
。 

　

９
月
13
日
武
田
管
理
課
長
か
ら
、
有
光
亭
の
両
側
の
狛
犬
（
本
書
面
で
は
「
石
獅
子
」）
は
両
方
と
も
存
在
し
て
い
る
と
の
ご
回
答

が
あ
っ
た
。 

　

・
有
光
亭
の
両
側
の
石
獅
子
一
対
に
関
す
る
本
会
の
説
明
と
貴
庁
へ
の
質
問

　
「
石
造
獅
子
」
と
題
し
た
図
７
（
次
頁
）
は
、
次
の
記
述
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
右
ハ
台
湾
台
南
県
台
南
城
内
台
湾
守
備
砲
兵
第
三
大
隊
営
門
前
ニ
据
置
ア
リ
シ
ヲ
明
治
三
十
二
年
九
月
侍
従
武
官
佐
々
木
直

0

0

0

0

0

0

0

0

台
湾

ヘ
差
遣
ノ
際
同
地
守
備
混
成
第
三
旅
団
長
髙
井
敬
義

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ニ
依
嘱
シ
明
治
三
十
三
年
一
月
東
京
ニ
輸
送
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
（
後
略
）」（
傍
点

は
引
用
者
）
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上
記
「
佐
々
木
直
」
の
生
没
年
は
「
１
８
５
２
年
～
１
９
２
８
年
」
で
、

１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
４
月
に
歩
兵
大
佐
で
侍
従
武
官
（
１
８
９
６
［
明
治

29
］
年
に
発
足
）
を
命
じ
ら
れ
天
皇
に
近
侍
し
て
編
成
・
統
帥
な
ど
軍
事
に
関

す
る
大
権
の
執
行
の
補
佐
に
当
た
り
ま
し
た
（
１
９
０
０
年
４
月
ま
で
。
最
終
階

級
は
陸
軍
中
将
）。

　

上
記
「
髙
井
敬
義
」
の
生
没
年
は
「
１
８
８
４
年
～
１
９
１
７
年
」
で
、

１
８
９
８
（
明
治
31
）
年
４
月
に
陸
軍
少
将
で
台
湾
守
備
混
成
第
三
旅
団
長
を

命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
（
最
終
階
級
は
陸
軍
中
将
）。

　

他
方
、『
振
天
府
説
明
』（
宮
内
公
文
書
館
蔵 

識
別
番
号
：35670

） 

に
は
、「
有
光

亭
」
の
説
明
に
続
い
て
「
有
光
亭
」
の
両
脇
に
あ
る
石
獅
子
を
念
頭
に
「
此
石
造

ノ
獅
子
ハ
台
湾
台
南
縣
守
備
砲
兵
大
隊
営
門
ニ
…
…
」 

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お「
石
造
獅
子
」と
題
す
る
図
７
は
、一
枚
モ
ノ
で
、そ
の
前
半
部
に
は『
振

天
府
説
明
』
と
同
じ
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
後
半
部
に
は
『
振
天
府
説

明
』で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
依
っ
て
、「
石
造
獅
子
」

と
題
す
る
図
７
は
、
図
６
の
「
有
光
亭
」
の
両
脇
に
あ
る
石
獅
子
の
資
料
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
会
は
貴
庁
に
対
し
、
次
の
点
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
る
よ
う
お
願

図 7 　「石造獅子」 （宮内公文書館蔵 識別番号：500934）

い
し
ま
す
。

　
（
１
）「
有
光
亭
の
両
脇
の
一
対
の
石
獅
子
」
の
来
歴
に
関
す
る
貴
庁
が
認
識
す
る
と
こ
ろ
を
詳
し
く
教
え
て
下
さ
い
。

　
（
２
）
ま
た
「
鴻
臚
井
碑
［
唐
碑
亭
］」
と
「
有
光
亭
の
両
脇
の
一
対
の
石
獅
子
」
の
他
に
、「
御
府
に
付
随
し
た
戦
利
品
・
参
考
品

と
し
て
皇
居
内
に
残
っ
て
い
る
文
化
財
」
が
あ
れ
ば
、
そ
の
残
っ
て
い
る
文
化
財
は
何
で
す
か
、
又
そ
の
残
っ
て
い
る
文
化
財
の
来

歴
を
詳
し
く
教
え
て
下
さ
い
。
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第
３　

絵
画
「
振
天
府
」
に
描
か
れ
て
い
る
石
獅
子
に
つ
い
て

　

図
８
の
絵
画
「
振
天
府
」（
明
治
神
宮
外
苑
に
あ
る
「
聖
徳
記
念
絵
画
館
」
蔵
）
の
右
端
中
央
に
小
さ
く
石
獅
子
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
絵
の
石
獅
子
と
そ
っ
く
り
の
石
獅
子
の
写
真
・
図
９
が
残
っ
て
い
ま
す
。

図 8 　「振天府」

図 9　図８の右端中央に描か
れた思われる石獅子

（『内匠寮雑　五　振
天府、旧病院工事、
観桜会（写真帖） 識
別番号：46871）

　

写
真
か
ら
一
八
九
六
年
に
建
立
さ
れ
た
振
天
府
の
付
近
に
、
図
９
の
石

獅
子
が
存
在
し
て
い
た
と
推
定
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
振
天
府
付
近
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
石
獅
子
」

は
現
在
も
存
在
し
て
い
ま
す
か
、
又
そ
の
石
獅
子
の
来
歴
に
つ
い
て
詳
し

く
教
え
て
下
さ
い
。 

 

第
４　

御
府
保
管
の
兵
器
類
等
が
処
分
さ
れ
た
理
由
な
ど
に
つ
い
て

　

周
知
の
と
お
り
、
戦
前
の
皇
居
に
は
、
大
日
本
帝
国
が
参
戦
し
た
日
清

戦
争
以
後
の
戦
争
ご
と
に
、
１
８
９
６
年
よ
り
順
次
設
置
さ
れ
た
５
つ
の

御
府
（
振
天
府
、
懐
遠
府
、
建
安
府
、
惇
明
府
、
顕
忠
府
）
が
あ
り
、
そ

れ
ら
の
各
御
府
に
は
各
戦
争
の
「
戦
利
品
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
、
そ
れ
ら
５
つ
の
御
府
の
中
に
あ
っ
た
「
戦
利
品
」
が
溶
解
処
分

さ
れ
た
旨
の
記
述
が
次
の
資
料
『
昭
和
天
皇
実
録
』
の
中
に
あ
り
ま
す
。      

【
資
料
】
御
府
保
管
兵
器
類
の
処
分
を
御
覧

　

昭
和
二
十
一
年
七
月
四
日 

午
後
、
御
府
前
庭
に
お
出
ま
し
に
な

り
、
日
本
鋼
管
株
式
会
社
社
長
渡
辺
政
人
よ
り
説
明
を
受
け
ら
れ
つ
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つ
、
御
府
の
兵
器
処
理
・
搬
出
の
様
子
を
御
覧
に
な
る
。
御
府
は
去
る
五
月
十
六
日
を
以
て
廃
止
さ
れ
、
収
蔵
の
兵
器
類
に
つ

い
て
は
同
月
二
十
八
日
及
び
六
月
十
七
日
、
進
駐
軍
将
校
に
よ
る
検
分
が
行
わ
れ
た
。
以
後
、
兵
器
類
は
日
本
鋼
管
株
式
会
社

川
崎
工
場
に
お
い
て
溶
解
作
業
が
行
わ
れ
る
。（
宮
内
庁
『
昭
和
天
皇
実
録
』 

第
10
巻 

東
京
書
籍 

２
０
１
７
年 

１
５
７
ペ
ー
ジ
）

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
本
会
は
貴
庁
に
対
し
て
次
の
２
点
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
（
１
）
御
府
に
保
管
さ
れ
て
い
た
兵
器
類
等
の
「
戦
利
品
」
が
処
分
さ
れ
た
理
由
は
何
で
す
か
。

　
（
２
）「
唐
碑
亭
［
鴻
臚
井
碑
］」
が
処
分
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何
で
す
か
。

第
５　

貴
庁
と
靖
国
神
社
の
関
係
（
協
議
）
に
つ
い
て

　

靖
国
神
社
の
大
鳥
居
の
手
前
に
、
一
対
の
石
獅
子
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
天
覧
の
光
栄
に
輝
く
狛
犬
」（
宮
司 

賀
茂
百
樹
）

と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

図
10
の
『
明
治
二
十
七
八
年
戦
役　

戦
利
品
明
細
録
』
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
と
、
中
国
・
海
城
で
の
様
子
が
出
て
き
ま
す
。

右
の
ペ
ー
ジ
の
終
わ
り
の
二
行
下
か
ら
〈
茲
ニ
四
門
及
壁
上
ノ
石
額
ヲ
穿
取
シ
本
邦
ニ
輸
送
シ
以
テ
征
清
ノ
紀
念
ト
為
ス
〉
と
し
、

そ
の
内
訳
と
し
て
５
つ
の
石
額
に
続
い
て
、

　
〈　

一 　

白
石
獅
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
對　

　
　

山
縣
陸
軍
大
将
献
上　

〉
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
山
縣
有
朋
が
献
上
し
た
戦
利
品
〈
白
石
獅
子
〉
は
明
治
天
皇
が
靖
国
神
社
に
下
賜
し
た
狛
犬
で
あ
る
こ
と
を
、
賀
茂
百
樹
は

「
天
覧
の
光
栄
に
輝
く
靖
国
神
社
狛
犬
の
こ
と
」（「
皇
国
時
報
」第
５
１
８
号　

全
国
神
職
会
内
皇
国
時
報
発
行
所　

１
９
３
４
年
２
月
11
日
）

で
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
が
、
過
日
靖
国
神
社
と
面
談
し
た
際
、
靖
国
神
社
側
は
「
靖
国
神
社
は
、
勅
祭
社
で
あ
る
の
で
、
石
獅
子
の
返
還
問
題
に
つ

い
て
は
宮
内
庁
と
も
相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
神
社
一
存
で
は
判
断
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
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【資料 2】宮内庁に対する申し入れ書

　

本
会
の
認
識
で
は
、
靖
国
神
社
は
単
立
の
宗
教
法
人
で
す
の
で
神
社
自
身

の
判
断
で
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
上
記
の
よ
う
な
靖
国
神
社
の
発

言
に
鑑
み
、
次
の
と
お
り
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
（
１
）
貴
庁
は
、
靖
国
神
社
の
運
営
で
日
常
的
に
協
議
等
の
場
を
設
け
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
（
２
）
貴
庁
は
、
靖
国
神
社
が
保
有
す
る
石
獅
子
の
返
還
問
題
に
つ
い
て

靖
国
神
社
と
協
議
等
を
行
い
ま
す
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上　

　
　
［
注
］

　
　

質
問
の
第
３
〈
絵
画
「
振
天
府
」
に
描
か
れ
て
い
る
石
獅
子
に
つ
い
て
〉
は
、

後
日
、
次
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　

①
御
府
の
区
域
に
は
、
石
獅
子
は
有
光
亭
の
一
対
以
外
存
在
し
な
い
。

　
　

②
第
２
〈
有
光
亭
の
両
側
に
あ
る
石
獅
子
に
つ
い
て
〉
で
、
来
歴
に
触
れ
て

い
る
通
り
、
こ
の
石
獅
子
は
台
湾
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
台
湾
神
宮
跡
地
に

あ
る
石
獅
子
や
、
他
の
台
湾
の
石
獅
子
を
含
め
、
有
光
亭
の
石
獅
子
と
共
通
の

作
風
が
見
ら
れ
る
（
海
城
や
瀋
陽
で
確
認
し
た
石
獅
子
と
は
作
風
が
大
き
く
異

な
る
）。

　
　

ま
た
、
図
６
と
図
９
の
台
座
彫
刻
の
デ
ザ
イ
ン
を
比
較
し
て
み
る
と
共
通
性

が
見
ら
れ
、
図
９
は
図
６
の
ど
ち
ら
か
の
石
獅
子
と
考
え
ら
れ
る
と
判
断
。
つ

ま
り
、
絵
画
「
振
天
府
」
に
描
か
れ
て
い
る
石
獅
子
は
、
有
光
亭
の
一
対
の
ど

ち
ら
か
で
あ
る
と
推
定
し
た
。　

（
資
料
文
責
、
お
よ
び
宮
内
公
文
館
所
蔵
資
料
の
写
真
撮
影
：
東
海
林 

次
男
）

図 10 　『明治二十七八年戦役　戦利品明細録 陸軍之部』
（宮内公文書館蔵 識別番号：37027）
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